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キ
ー
ワ
ー
ド
：
最
上
徳
内　

村
上
嶋
之
允　

坪
井
正
五
郎　

宇
野
浩
二

　
　
　
　
　
　

北
海
道
小
学
郷
土
読
本

コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
伝
説
生
成
資
料
﹇
研
究
ノ
ー
ト
﹈

北
海
道
民
間
説
話
の
研
究
（
そ
の
９
）

は
じ
め
に

　

コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
の
伝
説
に
つ
い
て
筆
者
は
、
小
松
和
彦
、
常
光
徹
、
山
田
奨
治

編
『
日
本
怪
異
妖
怪
辞
典
』﹇
東
京
堂
出
版
二
〇
一
二
年
刊
行
予
定
﹈
で
の
解
説

に
後
述
す
る
文
章
を
ま
と
め
た
。
筆
者
の
以
前
に
も
、
参
考
図
書
の
項
目
と
し
て

書
か
れ
た
コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
の
解
説
に
は
、『
日
本
昔
話
事
典
』﹇
弘
文
堂
一
九
七
七

年
﹈
に
浅
井
亨
に
よ
る
「
コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
」
資
料
１
が
あ
り
、『
北
海
道
大
百
科

事
典
』﹇
北
海
道
新
聞
社
一
九
八
一
年
﹈に
も
高
橋
和
樹
に
よ
る「
コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
」

と
藤
本
英
夫
に
よ
る
「
コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
論
争
」
資
料
２
が
あ
る
。
ま
た
『
日
本
伝

奇
伝
説
大
事
典
』﹇
角
川
書
店
一
九
八
六
年
﹈に
は
、合
田
一
道
に
よ
る「
コ
ロ
ポ
ッ

ク
ル
」
資
料
３
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

今
回
、
掲
載
す
る
『
日
本
怪
異
妖
怪
辞
典
』
は
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

の
「
怪
異
・
妖
怪
伝
承
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
三
万
五
千
件
余
り

の
事
例
や
古
典
籍
か
ら
、
妖
怪
や
怪
異
現
象
を
項
目
と
し
て
編
纂
さ
れ
る
予
定
で

あ
る
。
地
域
学
習
の
参
考
図
書
と
し
て
、
学
習
教
材
と
し
て
の
利
用
を
趣
旨
と
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、筆
者
は
執
筆
に
あ
た
り
歴
史
的
経
緯
と
文
学
作
品
の
紹
介
と
、

名
寄
市
、
帯
広
市
の
事
例
を
あ
げ
た
。

コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
（
こ
ろ
ぽ
っ
く
る
）○別
コ
ロ
ボ
ッ
ク
ル
（
こ
ろ
ぼ
っ
く
る
）
コ

ル
ポ
ツ
ク
ン
（
こ
る
ぽ
つ
く
ん
）
コ
ロ
ポ
ツ
ク
ル
（
こ
ろ
ぽ
っ
く
る
）
コ
ロ
ポ

ク
ン
ク
ル
（
こ
ろ
ぽ
く
ん
く
る
）
コ
ル
ポ
ク
ウ
ン
ク
ル(

こ
る
ぽ
く
う
ん
く
る)

コ
ロ
ポ
ツ
ク
カ
ム
イ
（
こ
ろ
ぽ
つ
く
か
む
い
）
な
ど

　

ア
イ
ヌ
民
間
説
話
に
出
て
く
る
小
人
伝
説
。
コ
ロ
（
蕗
の
葉
）
ポ
ツ
（
下
）

ク
ル
（
人
、
神
）
で
、
蕗
の
下
の
人
と
い
う
意
味
で
、「
北
海
道
に
は
曽
て
ア

イ
ヌ
と
異
っ
た
人
民
が
ア
イ
ヌ
の
村
落
に
近
く
穴
を
掘
り
蕗
の
葉
の
屋
根
を

（
一
）

阿　

部　

敏　

夫　

も
く
じ

は
じ
め
に

第
１
章　

伝
説
内
容

第
２
章　

伝
説
の
変
遷

第
３
章　

コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
論
争

第
４
章　

伝
説
事
例

第
５
章　

小
人
伝
説

第
６
章　

創
作

お
わ
り
に　

謝
辞
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（
二
）

ん
で
い
た
と
。
コ
ル
ポ
ク
ウ
ン
ク
ル
は
背
が
低
く
て
、
ふ
き
の
下
に
五
人
も
六
人

も
か
た
ま
っ
て
住
ん
で
る
く
ら
い
、
ち
っ
ち
ゃ
い
も
の
だ
っ
た
そ
う
な
。
ご
は

ん
を
作
る
と
必
ず
部
落
の
人
の
所
へ
持
っ
て
き
た
そ
う
で
、
何
で
も
人
に
や
る

の
が
好
き
だ
っ
た
そ
う
な
。
自
分
た
ち
が
ご
ち
そ
う
作
る
と
、
そ
れ
を
イ
タ
ン

キ
（
お
椀
）
い
っ
ぱ
い
に
盛
っ
て
、ア
イ
ヌ
の
と
こ
ろ
へ
来
て
ア
パ
オ
ロ
ッ
ペ
（
戸

口
の
か
け
ご
ざ
）
の
下
か
ら
手
を
出
し
て
イ
タ
ン
キ
を
よ
こ
し
た
そ
う
な
。
ア
イ

ヌ
が
そ
れ
を
受
け
取
っ
て
、
押
し
い
た
だ
く
と
、
コ
ル
ポ
ク
ウ
ン
ク
ル
は
喜
ん
で

い
た
と
。
ア
イ
ヌ
コ
タ
ン
に
一
人
者
の
ウ
エ
ン
ク
ル
（
悪
い
奴
）
が
い
て
、
あ
る
日

コ
ル
ポ
ク
ウ
ン
ク
ル
が
ア
パ
オ
ロ
ッ
ペ
の
下
か
ら
イ
タ
ン
キ
に
ご
ち
そ
う
を
い
れ

て
よ
こ
し
た
と
き
、
そ
の
コ
ル
ポ
ク
ウ
ン
ク
ル
カ
ム
イ
の
手
首
を
押
え
、
と
う
と

う
家
の
中
へ
引
っ
ぱ
っ
て
い
れ
た
と
。
や
っ
と
引
き
い
れ
て
そ
の
コ
ル
ポ
ク
ウ

ン
ク
ル
カ
ム
イ
を
見
た
ら
、
ま
っ
ぱ
だ
か
の
小
さ
な
女
で
あ
っ
た
と
。
そ
の
女

は
そ
れ
か
ら
泣
き
泣
き
帰
っ
て
行
っ
た
と
。
そ
う
し
た
ら
コ
ル
ポ
ク
ウ
ン
ク
ル
の

親
方
が
怒
っ
て
来
た
と
。
そ
れ
ま
で
は
こ
の
辺
は
シ
ア
ン
ル
ル
コ
タ
ン
と
い
う

名
前
の
立
派
な
コ
タ
ン
だ
っ
た
け
れ
ど
、
コ
ル
ポ
ク
ウ
ン
ク
ル
た
ち
が
イ
ケ
ス
イ

（
激
怒
）
し
て
レ
ブ
ン
コ
タ
ン
（
海
の
向
う
の
国
）
に
引
き
上
げ
る
と
き
に
、
コ
ル
ポ

ク
ウ
ン
ク
ル
の
親
方
が
こ
う
言
っ
た
と
。「
こ
の
コ
タ
ン
は
シ
ア
ン
ル
ル
コ
タ
ン

で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
こ
の
コ
タ
ン
の
も
の
は
、
ネ
プ
、
チ
ー
（
何
で
も
や

け
る
）」
コ
ル
ポ
ク
ウ
ン
ク
ル
の
親
方
が
怒
っ
て
、「
こ
の
コ
タ
ン
を
ト
カ
プ
チ
ー
（
枯

れ
て
し
ま
う
）
っ
て
名
前
つ
け
る
か
ら
」
と
言
っ
て
ど
こ
か
へ
行
っ
て
し
ま
っ
た

と
。
そ
れ
か
ら
こ
の
コ
タ
ン
を
ト
カ
ッ
プ
チ
コ
タ
ン
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
と

さ
。
こ
れ
が
そ
の
ウ
チ
ャ
シ
ク
マ（
お
話
）だ
。（
語
り
手
三
浦
ノ
ブ
、浅
井
亨『
ア

イ
ヌ
の
昔
話
』
日
本
放
送
出
版
協
会
昭
和
四
七
） 

（
阿
部
敏
夫
）

〔
参
考
文
献
〕吉
岡
郁
夫
・
小
出
龍
郎「
コ
ロ
ボ
ッ
ク
ル
説
の
成
立
と
終
焉
Ⅰ
〜
Ⅳ
」、『
愛

知
学
院
大
学
教
養
部
紀
要
』
一
九
九
七
、八
、
坪
井
正
五
郎
「
石
器
時
代
人
民
に
関
す

作
っ
て
住
居
し
た
と
の
事
を
推
知
す
る
に
足
る
」（
坪
井
正
五
郎
）と
言
う
伝
説
。

　

コ
ロ
ポ
ツ
ク
ル
伝
説
は
、
文
化
五
年
の
最
上
徳
内
『
渡
島
筆
記
』
や
寛
政

一
二
年
の
村
上
嶋
之
允
『
蝦
夷
島
竒
觀
』
の
「
夷
人
伝
へ
云
。
コ
ッ
チ
ャ
カ
ム

イ
と
い
ふ
神
あ
り
て
、
體
四
尺
は
か
り
、
手
の
長
き
神
に
て
処
々
住
給
ふ
。
此

神
漁
猟
の
術
に
通
力
を
得
給
ひ
土
舎
に
住
給
ふ

（
マ
マ
）け
る
か
、
夷
等
に
魚
獣
の
肉
な

と
を
其
窓
よ
り
あ
た
ゑ
賜
り
け
る
。
こ
の
故
に
其
漁
猟
の
術
を
ま
な
は
ん
と
近

寄
れ
は
教
へ
杲

（
マ
マ
）さ
す
し
て
、夷
人
等
を
き
ら
ひ
給
ふ
に
や
此
地
を
去
ら
せ
給
ふ
。

…
」
等
の
記
述
に
始
ま
る
。
そ
の
後
、
近
世
末
期
松
浦
武
四
郎
『
久
摺
日
記
』、

大
内
余
庵
『
東
蝦
夷
夜
話
』
そ
し
て
、
近
代
は
ジ
ョ
ン
・
ミ
ル
ン
、
ジ
ョ
ン
・

バ
チ
ェ
ラ
ー
な
ど
が
言
及
し
て
い
る
。
明
治
一
七
年
の
渡
瀬
荘
三
郎
の
第
二
回

人
類
学
会
の
報
告
を
白
井
光
太
郎
が
批
判
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
に
し
て
コ
ロ

ポ
ツ
ク
ル
論
争
が
起
き
る
。
坪
井
正
五
郎
・
白
井
光
太
郎
・
小
金
井
良
精
・
鳥

居
龍
蔵
・
河
野
常
吉
・
足
立
文
太
郎
そ
し
て
マ
ン
ロ
ー
、
モ
ー
ス
や
Ｅ
・
ベ
ル

ツ
な
ど
多
く
の
研
究
者
が
コ
ロ
ポ
ツ
ク
ル
論
争
に
参
加
し
た
。
こ
の
論
争
は
考

古
学
調
査
な
ど
の
研
究
の
進
展
で
、
多
く
の
研
究
者
は
ア
イ
ヌ
＝
コ
ロ
ポ
ツ
ク

ル
説
を
支
持
し
た
。
こ
の
論
争
も
コ
ロ
ポ
ツ
ク
ル
説
を
主
張
す
る
坪
井
正
五
郎

の
大
正
二
年
の
死
去
で
終
わ
る
。
ま
た
、
宇
野
浩
二
『
蕗
の
下
の
神
様
』、
宮

本
百
合
子
『
風
に
乗
っ
て
来
る
コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
』
な
ど
の
文
学
作
品
も
創
作
さ

れ
た
。

【
事
例
】
①
﹇
北
海
道
名
寄
市
﹈　

蕗
の
葉
か
げ
に
六
〇
人
、
と
か
三
〇
人
、

一
〇
人
、
八
人
、
五
〜
六
人
と
い
ふ
う
に
、
共
通
し
て
い
る
の
は
蕗
の
葉
か
げ

と
か
下
に
生
活
し
た
と
い
う
こ
と
、
姿
を
見
せ
な
い
で
食
物
な
ど
を
持
っ
て
き

て
く
れ
た
と
い
う
こ
と
、
姿
を
み
ら
れ
て
か
ら
、
何
処
か
へ
去
っ
て
し
ま
っ
た

な
ど
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。（
大
河
上
州
「
ナ
ヨ
ロ
の
伝
説
」
名
寄
市
立
図
書

館
一
九
六
四
）
②
﹇
北
海
道
帯
広
市
﹈　

ず
っ
と
む
か
し
は
シ
ベ
ッ
（
十
勝
川
）

に
沿
っ
て
、
ア
イ
ヌ
の
ほ
か
に
コ
ル
ポ
ク
ウ
ン
ク
ル
（
ふ
き
の
し
た
に
住
む
者
）
も
住
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幕
府
の
関
係
者
の
な
か
で
、
蝦
夷
地
で
の
調
査
経
験
が
長
い
最
上
徳
内
は
、
文

化
五
（
一
八
〇
八
）
年
に
著
し
た
『
渡
島
筆
記
』
に
「
コ
ロ
ブ
ク
ン
グ
ル
」
の
話

を
次
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。
な
お
最
上
の
記
録
に
は
①
名
前
の
語
源
、
③
ア

イ
ヌ
民
族
か
ら
魚
を
貰
う
、
③
ア
イ
ヌ
民
族
の
刺
青
の
由
来
と
な
る
、
④
蕗
の
葉

の
下
に
い
る
、⑤
穴
居
の
遺
構
や
土
器
の
使
用
者
、と
い
う
そ
の
後
の
「
コ
ロ
ポ
ッ

ク
ル
」
伝
説
の
基
本
情
報
が
入
っ
て
い
る
が
、
②
は
後
に
、
与
え
る
側
に
変
化
し
、

④
は
「
戦
闘
を
な
す
と
き
介
冑
し
て
」
と
い
う
前
置
き
が
抜
け
る
。
ま
た
、
こ
の

当
時
、
す
で
に
「
コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
」
を｢

小
人
」
と
す
る
和
人
が
い
た
よ
う
で
あ

る
が
、
最
上
は
そ
れ
を
「
よ
く
よ
く
尋
ね
し
に
、
ふ
き
の
葉
の
陰
に
六
人
も
七
人

も
か
く
れ
た
り
と
い
ふ
な
れ
ば
、
常
の
人
に
て
は
さ
は
有
ま
じ
、
小
人
な
ら
む
と

て
、
こ
れ
を
き
き
し
（
に
）
松
前
や
南
部
、
津
軽
よ
り
来
る
鄙
人
か
臆
よ
り
い
ひ

出
し
た
る
詞
な
る
よ
し
。」
と
、
ア
イ
ヌ
か
ら
の
伝
聞
で
は
な
く
、「
蕗
の
下
」
と

い
う
表
現
に
よ
る
臆
測
で
あ
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

　

又
コ
ロ
ブ
ク
ン
グ
ル
と
い
ふ
も
の
あ
り
。
是
も
古
し
へ
の
人
に
し
て
、
時
世

い
つ
な
る
こ
と
を
失
ふ
。
コ
ロ
ブ
ク
ン
グ
ル
子
細
に
唱
ふ
れ
は
、
コ
ロ
ボ
ツ
コ

ル
ウ
ン
ク
ル
な
り
。
又
ボ
ツ
実
は
ボ
キ
な
り
、
コ
ロ
と
は
ふ
き
の
葉
な
り
。
ボ

キ
此
に
ボ
ツ
と
略
呼
す
。
ボ
キ
は
下
と
い
ふ
こ
と
な
り
。
コ
ル
は
持
な
り
、
ウ

ン
は
居
也
、
住
也
。
グ
ル
は
人
と
い
ふ
義
な
り
。
則
ふ
き
の
葉
の
下
に
そ
の
茎

を
持
て
居
る
人
と
い
へ
る
。
東
辺
に
て
は
是
を
、
ト
ヰ
チ
セ
ウ
ン
ク
ル
と
呼
。

ト
ヰ
は
土
地
、
チ
セ
は
宅
な
り
。
ウ
ン
ク
ル
前
に
同
し
。
こ
れ
土
室
に
住
む
人

と
い
ふ
こ
と
な
り
。
婦
人
の
手
と
吻
脣
と
に
黥
す
る
（
は
）
此
コ
ロ
ブ
ク
ン
グ

ル
に
始
る
。
相
伝
ふ
。
声
あ
り
、
形
を
見
ず
。
夷
人
が
漁
猟
を
す
れ
ば
と
く
前

に
行
て
と
り
、或
は
捕
て
お
き
た
る
魚
を
盗
去
り
、又
家
に
来
て
魚
を
乞
（
ふ
）。

与
へ
ざ
れ
ば
あ
だ
を
な
す
。
気
力
を
た
の
む
も
の
あ
り
。
其
状
を
見
ん
と
欲

（
す
）。
偶
そ
の
家
に
来
り
て
乞
（
ふ
）。
窻
よ
り
魚
を
出
し
と
ら
む
と
す
る
手

る
ア
イ
ヌ
口
碑
の
総
括
」、『
東
洋
学
芸
雑
誌
』
第
一
四
八
号
明
二
七

　

本
論
で
は
、
以
上
の
解
説
文
の
根
拠
と
な
っ
た
資
料
を
紹
介
し
、
コ
ロ
ポ
ッ
ク

ル
伝
説
の
生
成
の
状
況
を
補
足
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
『
日
本
昔
話
事
典
』『
北

海
道
大
百
科
事
典
』『
日
本
伝
奇
伝
説
大
事
典
』
以
降
の
研
究
に
つ
い
て
も
紹
介

し
た
い
。
な
お
「
コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
」
の
表
記
に
つ
い
て
は
資
料
に
よ
っ
て
様
々
に

あ
る
が
、
引
用
文
で
は
原
文
の
ま
ま
と
し
、
解
説
本
文
で
は
「
コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
」

と
す
る
。

第
１
章　

伝
説
内
容

　

コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
に
つ
い
て
最
初
に
記
録
さ
れ
た
の
は
、
西
洋
人
で
は
『
ジ
ョ

ン
・
セ
ー
リ
ス
書
簡
』（
一
六
一
三
年
）、
日
本
側
で
は
『
勢
州
船
北
海
漂
着
記
』

（
一
六
六
一
年
）
が
あ
る
。

　

前
者
に
は
「
こ
の
蝦
夷
で
北
方
に
住
ん
で
い
る
人
は
、
非
常
に
小
さ
く
て
侏
儒

の
よ
う
で
あ
る
」
と
あ
り
、
後
者
は

蝦
夷
人
物
語
申
候
は
、
小
人
島
よ
り
蝦
夷
へ
度
々
土
を
盗
み
に
参
り
候
お
と
し

候
得
ば
、
其
儘
隠
れ
、
船
共
に
見
え
不
申
候
由
、
蝦
夷
よ
り
小
人
島
迄
船
百
里

も
御
座
候
由
、
右
之
土
を
盗
み
て
鍋
に
い
た
し
候

と
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
記
録
に
は
「
コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
」
の
名
称
は
な
い
も
の
の
、
蝦
夷
地
と

は
別
の
場
所
に
い
る
「
小
人
」
で
あ
る
こ
と
が
伝
聞
情
報
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い

る
。

　
「
コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
」の
名
前
や
、ア
イ
ヌ
民
族
と
の
関
係
性
が
記
録
さ
れ
る
の
は
、

ロ
シ
ア
の
南
下
政
策
に
対
抗
す
る
た
め
、
蝦
夷
地
全
域
が
幕
府
の
直
轄
地
と
な
っ

た
文
化
四
（
一
八
〇
七
）
年
前
後
に
な
る
。

（
五
）
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（
六
）

人
な
ら
む
と
て
、
こ
れ
を
き
き
し
（
に
）
松
前
や
南
部
、
津
軽
よ
り
来
る
鄙
人

か
臆
よ
り
い
ひ
出
し
た
る
詞
な
る
よ
し
。
し
か
れ
は
胡
人
の
事
に
は
引
附
が
た

し
と
い
へ
ど
も
、
穴
居
の
跡
と
い
ひ
、
壺
と
い
ひ
、
事
は
よ
く
近
似
す
と
い
ふ

べ
し
。

　
『
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成　

第
４
巻　

探
検･

紀
行･

地
誌　

北
辺
篇
』﹇
三
一

書
房
一
九
六
九
年
﹈
524
〜
525
頁
、
文
中
の
（　

）
は
同
書
で
の
補
足（

傍
線
は
筆
者
）

　

寛
政
十
年
、
幕
府
の
蝦
夷
地
調
査
に
お
い
て
、
近
藤
重
蔵
に
従
い
国
後
・
択
捉

へ
と
渡
っ
た
村
上
嶋
之
丞
（
秦
檍
麿
）
は
、
最
上
徳
内
か
ら
ア
イ
ヌ
民
族
の
風
俗

に
つ
い
て
学
び
、
解
説
を
絵
と
と
も
に
著
し
た
。
伊
勢
の
社
家
の
出
身
で
あ
っ
た

村
上
は
、
国
学
の
素
養
が
あ
り
、
記
録
の
な
か
で
も
文
献
資
料
に
よ
り
独
自
の
考

察
を
し
て
い
る
。
村
上
は
石
器
や
遺
構
か
ら
「
コ
ツ
チ
ャ
カ
モ
イ
」
を
考
察
し
て

お
り
、
体
格
に
つ
い
て
は
四
尺
（
約
１
ｍ
20
㎝
）
と
小
柄
で
「
手
の
長
き
神
」
で

あ
る
と
、『
日
本
書
紀　

巻
三
』「
神
武
天
皇
己
未
年
春
二
月
条
」
に
記
述
さ
れ
た

「
土
蜘
蛛
」
の
よ
う
な
姿
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
。

「
女
夷
文
手
図
」
十
四

女
夷
文
手
説

　

夷
人
博
へ
云
。
古
、
コ
ツ
チ
ャ
カ
モ
イ
と
い
ふ
神
あ
り
て
、
體
四
尺
は
か
り
、

手
の
長
き
神
に
て
處
〃
に
住
給
ふ
。
此
神
漁
猟
の
術
に
通
力
を
得
給
ひ
土
舎（
ト

ヱ
チ
セ
）
に
住
給
ふ
け
る
か
、
夷
等
に
魚
獣
の
肉
な
と
を
其
窻
よ
り
あ
た
ゑ
賜

り
け
る
。こ
の
故
に
其
漁
猟
の
術
を
ま
な
は
ん
と
近
寄
れ
は
教
へ
杲
さ
す
し
て
、

夷
人
等
を
き
ら
ひ
給
ふ
に
や
此
地
を
去
ら
せ
給
ふ
。

　

此
神
の
夫
人
ワ
き
て
美
色
な
り
し
か
手
に
色
〃
の
文
理
あ
り
。
そ
れ
故
に
彼

神
の
徳
を
慕
ひ
女
夷
等
其
状
を
う
つ
し
今
に
至
る
ま
て
文
身
す
と
古
老
の
博
説

を
握
り
て
放
た
ず
。
遂
に
内
に
引
入
た
り
。
こ
れ
を
見
れ
ば
美
婦
人
な
り
。
三

日
食
を
与
へ
ず
死
し
た
り
。
其
手
及
脣
吻
黥
有
て
美
な
り
し
か
は
、
女
子
み
な

学
び
し
よ
り
、
終
に
擧
島
に
あ
ま
ね
し
。
吻
黥
は
男
子
の
鬚
の
状
に
す
。
其
色

濃
く
真
黒
な
る
か
ご
と
き
を
好
と
す
。
両
手
の
文
は

の

形
に
し
て
、
そ

の
間
に
花
葉
の
状
を
雜
ゆ
。
是
亦
文
密
に
し
て
色
濃
か
ら
ん
こ
と
を
も
と
む
。

只
脣
の
黥
の
た
め
に
数
日
食
こ
と
あ
た
は
ず
、
た
ま
た
ま
死
に
い
た
る
も
の
あ

り
。
此
コ
ロ
ブ
ク
ン
グ
ル
が
事
も
取
に
た
ら
ざ
る
説
な
れ
ど
も
、
か
ゝ
る
殊
俗

の
者
一
旦
来
拠
り
て
風
を
な
し
た
る
様
に
は
思
は
る
ゝ
な
り
。
又
コ
ロ
ブ
ク
ン

グ
ル
魚
を
乞
に
あ
ら
ず
、
人
に
魚
を
与
へ
し
と
も
い
ふ
。
い
つ
れ
に
も
コ
ロ
ブ

ク
ン
グ
ル
一
人
の
名
に
は
あ
ら
ず
。
其
種
類
を
さ
し
て
呼
に
似
た
り
。
さ
ま
ざ

ま
に
ゑ
ぞ
を
な
や
ま
し
、
戦
闘
を
な
す
と
き
介
冑
し
て
六
、七
人
ふ
き
の
葉
の

下
に
伏
し
た
り
、
な
ど
か
た
り
伝
ふ
。
こ
れ
小
に
し
て
し
か
る
や
。
幻
に
し
て

さ
る
わ
ざ
を
せ
し
や
は
し
ら
ず
。
又
彼
が
宅
跡
と
て
、
凡
方
二
歩
斗
な
る
地
を

穿
、
今
見
た
る
所
の
深
さ
は
二
、三
尺
許
、
四
辺
土
を
封
じ
埒
の
状
を
な
し
た

る
あ
と
所
々
に
あ
り
。
後
い
ず
ち
へ
か
行
し
あ
と
な
し
。
其
宅
跡
の
辺
よ
り
小

壺
を
掘
出
す
こ
と
ま
ゝ
あ
り
。
夷
人
も
希
に
こ
れ
を
得
れ
ば
殊
に
秘
蔵
す
る
こ

と
な
り
。
少
な
る
も
の
は
二
合
ほ
ど
を
入
べ
し
。
前
に
い
ふ
喜
右
衛
門
も
コ
タ

ン
べ
ツ
と
い
ふ
所
の
辺
に
て
、川
の
岡
を
嚙
た
る
と
こ
ろ
よ
り
一
つ
と
り
得
て
、

し
か
も
全
（
く
）
し
て
損
せ
ず
。
ト
マ
マ
ヰ
の
小
使
シ
ト
ク
タ
と
い
ふ
ゑ
ぞ
も

と
よ
り
そ
れ
に
同
じ
き
壺
二
を
蔵
し
、
あ
は
す
れ
ば
三
に
な
る
ま
ゝ
に
賜
れ
か

し
と
も
と
む
る
に
ま
か
せ
や
り
た
り
。
其
壺
中
に
薪
の
焼
さ
し
た
る
炭
と
砂
と

入
て
有
し
。
い
く
百
年
の
物
な
る
や
、
千
年
な
る
や
し
ら
ざ
れ
ど
も
、
炭
は
朽

ざ
る
も
の
と
て
語
し
。
此
等
の
説
を
い
ふ
も
の
、
コ
ロ
ブ
ク
ン
グ
ル
か
事
を
こ

人
こ
人
と
い
へ
り
。
も
し
ゑ
ぞ
が
コ
ヒ
ト
と
い
は
ゞ
穴
居
の
跡
と
い
ひ
、
胡
人

な
ら
ん
も
は
か
り
が
た
き
ま
ゝ
、
よ
く
よ
く
尋
ね
し
に
、
ふ
き
の
葉
の
陰
に
六

人
も
七
人
も
か
く
れ
た
り
と
い
ふ
な
れ
ば
、
常
の
人
に
て
は
さ
は
有
ま
じ
、
小
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（
グ
ル
）
也
と
い
ふ
義
に
お
な
し
黨
を
な
す
と
い
ふ
事
な
り
〕
そ
れ
等
が
棲
め
る

所
に
て
夷
人
も
の
を
乞
ひ
し
時
彼
ホ
ル
グ
ル
窓
よ
り
も
の
を
あ
た
へ
け
る
か
其

手
に
入
墨
有
り
し
を
ま
ね
た
る
か
今
に
遺
れ
る
か
な
り
と
い
ふ
又
コ
ツ
ボ
ル
グ

ル
其
後
北
に
移
り
て
今
は
蝦
夷
地
に
そ
の
種　

な
し
又
一
名
ト
イ
コ
ヰ
コ
モ
イ

〔
穴
居
の
人
と
い
ふ
事
な
り
〕
又
ク
ル
ム
セ
と
い
ふ
然
れ
と
も
是
は
加
模
西
葛

杜
加
の
別
名
に
し
て
ウ
ル
ツ
フ
に
近
き
と
思
ひ
あ
や
ま
り
て
夷
人
の
斯
い
ふ
事

之
勿
論
侏
儒
國
と
ハ
我
國
を
さ
し
て
唐
山
の
む
か
し
に
称
し
け
る
と
唐
書
東
夷

列
伝
の
内
に
あ
れ
と
も
是
は
我
國
を
指
て
侏
儒
と
云
ひ
し
理
曽
て
な
し
疑
く
は

李
唐
の
頃
彼
コ
ル
ボ
ル
グ
ル
等
か
蝦
夷
地
に
在
し
を
挿
て
座
上
の
臆
断
な
ら
ん

か
其
後
の
書
に
倭
奴
国
と
有
是
は
彼
異
域
の
風
に
し
て
自
國
を
中
華
中
國
と
し

て
四
方
の
國
を
蛮
夷
の
ご
と
く
賎
し
む
る
事
な
れ
ば
我
國
の
事
を
お
と
し
て
書

け
る
と
お
も
へ
り
侏
儒
の
名
に
お
ゐ
て
は
る
所
な
し

東
密
元
槇
（
新
井
精
斎
）『
東
海
参
譚
』﹇
一
八
〇
六
年
﹈

　

幕
末
期
の
蝦
夷
地
各
地
域
を
探
検
し
た
松
浦
武
四
郎
は
多
く
の
記
録
・
報
告
書

を
著
し
て
い
る
が
、「
コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
」
に
つ
い
て
は
「
小
人
」
の
話
と
し
て
安

政
五
（
一
八
五
八
）
年
の
『
久
摺
日
誌
』『
十
勝
日
誌
』
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。

松
浦
の
記
録
は
説
話
で
は
な
く
、
次
の
引
用
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
穴
居
の
遺
構
、

土
器
・
石
器
を
使
用
し
て
い
た
民
族
と
し
て
、
現
地
の
ア
イ
ヌ
か
ら
採
集
し
て
い

る
。

　

其
辺
に
一
丈
五
六
尺
位
つ
ゝ
の
穴
多
し
、コ
ロ
コ
ク
ン
ク
ル
の
家
跡
な
り
と
、

惣
て
此
辺
土
人
の
言
伝
へ
に
昔
は
小
人
が
住
し
て
云
事
を
伝
ふ
、

『
久
摺
日
誌
』﹇
刊
本　

一
八
六
一
年
﹈

　

土
人
は
小
人
の
跡
と
云
え
り
。
リ
フ
ン
ラ
イ
（
十
勝
川
の
左
岸
）
ま
た
此
所

な
り
。
此
神
住
給
ひ
た
る
旧
址
處
〃
に
あ
り
、
其
土
中
よ
り
陶
器
の
砕
け
た
る

又
ハ
玉
の
類
ひ
種
〃
の
寶
物
を
掘
出
す
事
あ
り
と
ノ
ツ
カ
マ
ツ
プ
地
名
の
酋
長

シ
ヨ
ン
ゴ
語
り
き
。

　

日
本
紀
神
武
天
皇
己
未
年
二
月
条
下
曰
、
高
尾
張
邑
有
土
蜘
蛛
。
其
爲
人
也

身
短
而
手
足
長
。
與
侏
儒
相
類
。
下
略　

往
昔
か
ヽ
る
者
の
住
し
に
や
、
い
つ

れ
其
傳
聞
の
ふ
る
き
據
あ
る
へ
し
。
近
年
魯
斎
亜
人
來
り
寓
せ
し
頃
、
土
中
を

掘
入
れ
て
家
を
造
れ
り
。
彼
國
は
こ
の
島
に
近
き
故
に
、
古
も
渡
り
て
住
居
せ

し
を
か
く
誤
り
博
ふ
る
歟
。
今
ニ
て
も
五
色
の
色
と
り
さ
へ
し
ら
さ
る
夷
人
な

れ
ハ
、
况
や
そ
の
む
か
し
文
を
な
す
へ
き
ワ
さ
は
よ
も
し
る
ま
し
き
事
な
り
。

此
神
の
夫
人
ミ
な
手
に
文
理
を
な
せ
し
を
珍
し
く
思
ひ
て
移
し
習
ひ
た
る
な
る

へ
し
。又
コ
ツ
チ
ヤ
カ
モ
イ
の
旧
址
を
掘
れ
は
黒
く
通
明
な
る
玉
の
破
れ
た
る
、

又
は
石
弩
、
雷
斧
等
の
類
、
其
外
後
世
辨
別
し
か
た
き
物
種
〃
出
る
事
あ
り
。

シ
ヤ
モ
コ
タ
ン
地
名
の
酋
長
ノ
チ
ク
サ
な
る
者
い
へ
ら
く
、
コ
ツ
チ
ヤ
カ
モ
イ

の
頃
は
刀
子
な
け
れ
ハ
、
此
黒
玉
ア
ジ
を
も
つ
て
萬
の
物
を
裁
断
せ
し
事
な
り

と
秦
檍
麿
筆
（
研
究
解
説　

佐
々
木
利
和　

谷
澤
尚
一
）『
蝦
夷
島
竒
觀
』﹇
雄
峰
社

一
九
八
二
年
﹈

　

文
化
二
（
一
八
〇
五
）
年
に
蝦
夷
地
の
巡
視
に
赴
い
た
幕
吏
新
井
精
斎
は
、「
コ

ル
ボ
ル
グ
ル
カ
モ
イ
」
に
つ
い
て
「
侏
儒
」
の
観
点
か
ら
、
そ
の
記
録
に
次
の
考

察
を
残
し
て
い
る
。
な
お
文
中
に
小
文
字
で
表
記
さ
れ
た
注
記
は
〔　

〕
内
に
記

し
た
。

其
む
か
し　

蝦
夷
地
に
コ
ル
ボ
ル
グ
ル
カ
モ
イ
と
い
ふ
者
〔
欵
冬
下
黨
人
と
云

事
な
り
〕
有
是
も
の
侏
儒
な
り
し
か
欵
冬
の
葉
の
下
に
三
人
つ
ゝ
か
ゝ
ま
り
居

る
な
れ
む
夷
人
い
ふ
な
り
〔
上
古
の
諺
に
も
三
人
同
心
せ
る
も
の
を
さ
し
て
黨

（
七
）
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（
八
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又
圓
形
ノ
屋
ヲ
結
ヒ
、
其
屋
上
二
木
皮
ヲ
覆
ヒ
、
土
ヲ
塗
リ
、
雨
露
ヲ
防
キ
、

室
中
ニ
、
爐
數
箇
ヲ
設
ケ
、
其
側
二
寝
食
シ
、
獣
皮
ヲ
衣
ト
ス
、
ア
イ
ヌ
人
ハ
、

之
レ
ヲ
呼
ン
デ
、
コ
ロ
ポ
ツ
ク
ク
ル
、
ト
云
フ
其
意
ハ
穴
居
ス
ル
人
民
卜
云
フ

義
ナ
リ
、
ト
此
ノ
義
如
何
ン
ト
問
フ
ニ
、
コ
ロ
、
ト
、
云
フ
ハ
、
持
ツ
、
ト
云

フ
義
、ポ
ッ
ク
、ト
云
フ
ハ
、下
ト
云
フ
義
、ク
ル
ト
云
フ
ハ
人
卜
云
フ
義
ナ
リ
、

故
ニ
、
穴
居
ス
ル
、
人
ヲ
指
テ
、
コ
ロ
ポ
ツ
ク
ク
ル
、
ト
呼
ヘ
リ
ト
併
シ
、
土

人
ノ
語
學
二
由
レ
ハ
、
皆
連
當
セ
ス
、
誤
リ
ナ
リ
、
如
何
ト
ナ
レ
ハ
、
曾
テ
此

ノ
事
ヲ
精
ク
土
人
二
間
フ
ニ
、
ポ
ツ
ク
、
又
、
ク
ル
、
モ
、
上
二
述
ル
如
キ
意

味
無
キ
ア
ラ
サ
レ
ド
モ
、
此
ノ
、
コ
ロ
ト
、
云
フ
辭
ハ
、
持
ツ
、
ト
云
フ
意
ア

ル
モ
、
此
ノ
、
コ
ロ
ポ
ツ
ク
ク
ル
ノ
、
コ
ロ
ハ
、
意
義
ヲ
異
ニ
ス
、
持
ツ
、
ト

云
フ
意
ア
ル
、
コ
ロ
、
ハ
動
詞
ナ
リ
、
土
人
ノ
語
學
ニ
由
レ
ハ
動
詞
ハ
實
名
詞

ノ
前
ニ
立
ツ
能
ハ
ス
、
故
ニ
余
又
之
レ
ヲ
、
他
土
人
ニ
訂
セ
ハ
、
コ
ロ
ポ
ツ
ク

ク
ル
、
ノ
コ
ロ
、
ハ
即
チ
、
コ
ロ
ニ
、
ノ
略
語　

ニ
シ
テ
コ
ロ
ニ
、
ハ
欵
冬
ナ

リ
之
レ
能
ク
、語
學
二
適
セ
リ
、放
ニ
コ
ロ
ポ
ツ
ク
ク
ル
、ノ
意
ハ
即
チ
欵
冬（
フ

キ
）
ノ
下
二
居
ル
人
ト
云
フ
義
ナ
リ
、
然
リ
、
而
ノ
、
土
人
何
ヲ
以
テ
、
彼
レ

ニ
此
ノ
名
稱
ヲ
、付
シ
タ
ル
ト
問
フ
ニ
、彼
ノ
コ
ロ
ポ
ツ
ク
ク
ル
、は
侏
儒
（
タ

ケ
ヒ
ク
キ
人
）
ニ
シ
テ
背
ノ
丈
キ
ニ
尺
乃
至
三
尺
許
ナ
リ
、
若
シ
外
行
シ
雨
二

逢
ト
キ
ハ
、
欵
冬
ノ
葉
下
ニ
立
チ
、
雨
ヲ
避
ク
、
故
ニ
、
ア
イ
ヌ
人
之
レ
ヲ
稱

シ
、
コ
ロ
ポ
ツ
ク
ク
ル
卜
云
ヒ
リ
ト
、
此
ノ
人
民
ハ
、
陶
器
（
ヤ
キ
モ
ノ
）
ヲ

造
リ
、
又
石
ヲ
尖
ラ
シ
矢
ノ
根
ヲ
製
ス
、
今
ニ
至
リ
北
海
道
中
、
彼
レ
カ
住
居

セ
シ
、
圓
形
ノ
穴
、
及
其
中
ニ　

彼
ノ
、
矢
ノ
根
、
或
ハ
、
陶
器
等
、
深
山
朽

木
腐
草
ノ
下
ヨ
リ
往
々
穿
リ
出
ス
コ
ト
ア
リ
キ
、
余
モ
又
此
函
館
二
於
テ
、
彼

ノ
矢
ノ
根
、
陶
器
ノ
類
ヲ
見
シ
コ
ト
ア
リ
、
古
昔
、
此
ノ
コ
ロ
ポ
ツ
ク
ク
ル
、

頗
ル
衆
多
ナ
リ
、
然
レ
ド
モ
曾
テ
、
屢
々
、
ア
イ
ヌ
人
ト
戦
ヒ
、
遂
ニ
殄
滅
二

歸
セ
リ
、
四
五
百
年
以
前
は
、
ア
イ
ヌ
人
モ
此
ノ
、
コ
ロ
ポ
ツ
ク
ク
ル
、
ノ
用

ヒ
シ
石
ヲ
尖
ラ
シ
タ
ル
矢
ノ
根
ヲ
用
ヒ
タ
レ
ド
モ
、
彼
ノ
毒
ヲ
着
ク
ル
ニ
、
石

よ
り
雷
斧
石
土
器
の
欠
等
出
る
よ
し
、余
も
二
枚
も
得
た
り
、土
器
も
今
は
至
っ

て
稀
な
り
と
、
言
傅
に
往
昔
鉄
器
な
き
時
は
こ
の
地
鍋
も
土
に
て
作
り
用
ゐ
、

野
菜
類
魚
獸
等
の
肉
を
切
る
に
こ
の
雷
斧
を
用
ひ
、
家
財
を
作
る
に
は
石
き
り

石
の
み
等
の
物
あ
り
、
人
と
打
ち
合
、
た
ゝ
き
合
等
す
る
時
は
へ
き
れ
き
が
ん

ま
た
は
石
づ
ち
等
い
ふ
有

『
十
勝
日
誌
』﹇
刊
本　

一
八
六
一
年
﹈

　

な
お
近
世
の
文
献
史
料
か
ら「
コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
」を
考
察
し
た
平
山
裕
人
は『
ア

イ
ヌ
史
を
見
つ
め
て
』﹇
北
海
道
出
版
企
画
セ
ン
タ
ー　

一
九
九
六
年
﹈
で
、伝
承
・

説
話
に
な
る
ま
え
の「
コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
」の
記
述
に
注
目
し
て
い
る
。
平
山
は「
コ

ロ
ポ
ッ
ク
ル
」
は
、
先
住
民
と
し
て
実
在
し
た
人
々
と
考
察
し
て
い
る
。（「
文
献

史
料
か
ら
コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
伝
承
を
見
る
」
111
〜
113
頁
参
照
）

第
二
章　

伝
説
の
変
遷

　

明
治
に
入
り
、
伝
道
の
た
め
、
ア
イ
ヌ
文
化
の
研
究
に
努
め
た
ジ
ョ
ン
・
バ
チ
ェ

ラ
ー
は
、
明
治
十
七
年
の
著
書
『
蝦
夷
今
昔
物
語
』
で
「
コ
ロ
ポ
ツ
ク
ク
ル
」
に

つ
い
て
、
①
名
前
の
語
源
、
②
雨
の
日
に
は
蕗
の
下
に
立
つ
、
③
穴
居
跡
、
石
器

の
使
用
者
、
④
「
土
蜘
蛛
」
と
の
関
連
性
な
ど
、
近
世
の
文
献
を
踏
ま
え
て
次
の

よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
。

　

な
お
、
こ
こ
で
は
「
コ
ロ
ポ
ツ
ク
ク
ル
」
が
い
な
く
な
っ
た
理
由
を
ア
イ
ヌ
民

族
と
の
戦
い
の
結
果
と
し
て
い
る
。

第
三
舊
土
人
事
蹟
古
傳
説

　

堵
テ
、ア
イ
ヌ
人
ピ
ラ
ト
リ
ヲ
放
レ
テ
四
方
二
散
居
ス
ル
際
短
人
（
コ
ヒ
ト
）

ニ
逢
ヒ
リ
、
此
等
ノ
人
種
ハ
、
地
中
二
圓
形
（
マ
ル
キ
）
ノ
穴
ヲ
穿
チ
、
上
ニ
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そ
れ
は
、「
大
石
、
穴
の
中
に
棲
息
し
た
一
つ
の
民
族
が
私
共
の
間
に
住
ん

で
ゐ
た
。
そ
れ
は
そ
れ
は
小
さ
い
人
々
で
、
十
人
一
團
と
な
つ
て
一
枚
の
蕗
の

葉
を
隠
れ
家
と
す
る
こ
と
が
出
來
た
。
彼
等
が
鰊
取
り
に
出
掛
け
る
と
き
、
笹

の
葉
を
縫
ひ
合
せ
小
舟
を
作
り
、
い
つ
で
も
魚
を
捕
る
に
釣
針
を
用
ゐ
た
が
、

一
尾
の
鰊
が
針
に
か
ゝ
る
と
、
五
艘
の
小
舟
の
人
々
が
カ
を
合
せ
て
上
げ
た
時

に
は
十
艘
の
舟
の
人
々
が
総
掛
り
で
陸
に
引
き
揚
け
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
そ

う
し
て
大
勢
か
ゝ
つ
て
彼
等
の
根
棒
や
槍
で
殺
し
た
も
の
だ
。
處
が
、
こ
れ
は

又
た
不
思
議
と
思
は
る
ゝ
こ
と
は
、
こ
の
小
さ
い
が
神
様
の
よ
う
な
人
々
は
．

大
い
鯨
さ
へ
殺
し
た
も
の
だ
そ
う
だ
。
こ
れ
で
見
る
と
、
コ
ロ
ポ
ッ
ク
は
紳
さ

ま
達
で
あ
つ
た
に
相
違
な
か
ら
う
」
と
。

　

北
海
道
の
あ
る
地
方
で
は
蕗
が
非
常
に
よ
く
成
長
す
る
。
私
が
憶
へ
て
ゐ
る

最
も
大
い
も
の
は
、
そ
の
葉
直
径
四
尺
一
寸
、
莖
の
長
さ
は
五
尺
以
上
の
も
の

も
あ
つ
た
。
莖
は
鹽
で
味
を
つ
け
て
食
用
と
す
る
が
、
樽
や
瓶
の
栓
に
使
つ
て

も
悪
く
な
い
。
日
本
人
は
こ
の
植
物
を
フ
キ
と
云
ひ
、
矢
張
食
用
に
供
す
る
。

ジ
ョ
ン
・
バ
チ
ェ
ラ
ー
『
ア
イ
ヌ
人
と
そ
の
説
話
』﹇
富
貴
堂
書
房
一
九
二
五
年
﹈

14
〜
15
頁

第
三
章　

コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
論
争

　
「
コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
」
は
、
説
話
と
し
て
生
成
さ
れ
た
他
に
、
遺
構
・
遺
物
の
使

用
者
と
し
て
、
ア
イ
ヌ
以
前
の
先
住
民
と
し
て
の
考
察
が
な
さ
れ
た
。

　

先
住
民
と
し
て
の
考
察
は
、
草
創
期
の
考
古
学
・
人
類
学
界
で
の
論
争
と
し
て

発
展
す
る
が
、
そ
の
発
端
は
、
白
井
光
太
郎
の
論
文
へ
の
反
論
と
し
て
明
治
二
十

年
二
月
十
三
日
に
発
表
さ
れ
た
坪
井
正
五
郎
に
よ
る
「
コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
北
海
道
に

住
み
し
な
る
べ
し
」
に
な
る
。

　

坪
井
正
五
郎
の
考
察
に
つ
い
て
は
、
論
争
の
中
で
幾
編
も
の
反
論
と
し
て
の
論

ヨ
リ
ハ
竹
ノ
便
ナ
ル
ヲ
以
テ
、
漸
次
竹
二
改
良
シ
タ
リ
ト
、
又
、
ア
ル
、
ア
イ

ヌ
人
ノ
古
傳
説
二
由
レ
ハ
、
昔
時
ノ
、
ア
イ
ヌ
人
ハ
此
ノ
、
コ
ロ
ポ
ツ
ク
ク
ル
、

ト
同
ク
圓
形
ノ
穴
ヲ
穿
チ
、
同
形
二
家
屋
ヲ
造
リ
タ
レ
ド
モ
、
後
世
本
邦
人
卜

交
接
シ
、
漸
衆
開
化
シ
テ
、
彼
レ
ヲ
廃
シ
、
此
レ
ニ
倣
ヘ
リ
ト
、
此
ノ
事
實
ヲ

以
テ
、
他
土
人
二
訂
セ
ハ
、
或
ハ
虚
説
ナ
リ
ト
ス
、
余
亦
之
レ
ヲ
信
ス
ル
能
ハ

ス
、
余
曾
テ
、
日
本
古
事
記
ヲ
見
ル
ニ
、
神
武
天
皇
ノ
時
、
浪
花
ニ
於
テ
蝦
夷

ノ
土
蜘
蛛
ヲ
殺
ス
ト
、
夫
レ
此
土
蜘
蛛
ト
ハ
、
此
ノ
、
コ
ロ
ポ
ツ
ク
ク
ル
、
ナ

ル
ヤ
、
又
ア
イ
ヌ
人
ナ
リ
ヤ
、
其
如
何
ヲ
知
ル
能
ス
、
然
レ
ド
モ
、
其
字
義
ヲ

考
フ
レ
ハ
、
果
シ
テ
穴
居
ノ
意
ア
リ
ト
知
ル
、

　

バ
チ
ロ
ル
『
蝦
夷
今
昔
物
語
』﹇
一
八
八
四
年
﹈
10
〜
13
頁
（
傍
線
は
筆
者
）

　

さ
ら
に
バ
チ
ェ
ラ
ー
は
、大
正
十
四
年
の
『
ア
イ
ヌ
人
と
そ
の
説
話
』
に
も
「
コ

ロ
ポ
ッ
ク
ル
」
に
つ
い
て
書
い
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
「
ア
イ
ヌ
人
の
昔
噺
」
と

し
て
、
説
話
化
さ
れ
た
「
コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
」
の
話
を
紹
介
し
て
い
る
。

　

さ
て
コ
ロ
ポ
ッ
ク
の
こ
と
で
あ
る
が
、
後
世
に
至
つ
て
ア
イ
ヌ
は
コ
ロ
ポ
ッ

ク
「
下
に
」
に
を
間
違
つ
て
解
し
、
コ
ロ
コ
ニ
即
ち
「
蕗
」
に
思
ひ
違
ひ
し
て

了
つ
た
。
そ
の
結
果
、
恰
も
彼
の
ア
フ
リ
カ
大
陸
の
蔭
暗
き
森
林
を
徘
徊
す
る

矮
小
人
種
の
よ
う
に
、
こ
の
植
物
の
葉
の
下
に
住
ん
だ
一
寸
法
師
と
臆
断
す
る

に
至
つ
た
ら
し
い
。
日
本
人
は
こ
う
し
た
物
語
か
ら
、
今
は
死
に
絶
へ
て
な
い

が
矮
小
人
種
が
あ
つ
た
ら
し
く
思
つ
て
、
コ
ビ
ト
と
云
ふ
て
ゐ
る
。
素
よ
り
こ

の
所
見
を
支
へ
る
に
足
る
。
こ
う
し
た
人
種
の
人
骨
や
遺
物
等
、
何
一
つ
證
據

と
な
る
ベ
き
も
の
が
な
い
。
况
ん
や
ア
イ
ヌ
語
の
ほ
か
に
コ
ビ
ト
の
言
葉
な
ぞ

聞
い
た
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。
唯
だ
こ
の
臆
断
説
に
唯
一
の
権
威
と
も
云
ふ

べ
き
も
の
は
、
今
引
用
す
る
こ
れ
ら
の
人
種
に
関
す
る
ア
イ
ヌ
人
の
昔
噺
で
あ

る
。

（
九
）
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（
十
）

ク
」
と
云
ふ
の
は
單
に
蕗
の
下
と
云
ふ
意
で
は
有
る
が
固
よ
り
蕗
の
下
の
人
を

指
す
の
で
此
名
の
據
は
雨
降
り
に
蕗
の
葉
の
下
に
居
る
と
云
ふ
の
に
在
る
と
の

事
（
り
）。
又
蕗
の
葉
を
以
て
屋
根
を
葺
い
た
の
に
由
つ
て
斯
く
名
づ
く
と
も

こ
云
ふ
（
を
）。「
ト
イ
チ
セ
コ
ッ
コ
ロ
カ
モ
イ
」
と
は
土
の
家
を
持
つ
神
の
意
。

即
ち
穴
居
人
と
云
ふ
事（
た
、れ
）。「
ト
イ
チ
セ
ク
ル
」と
は
土
の
家
の
人
の
意
。

同
じ
く
穴
居
人
と
云
ふ
事
（
ぬ
）。「
ト
ン
チ
ン
カ
モ
イ
」
と
云
ふ
は
意
詳
な
ら

ず
（
た
、
り
）。「
チ
セ
コ
ッ
チ
ヤ
ケ
カ
モ
イ
」
と
ほ
家
の
傍
の
神
の
意
。
即
ち

ア
イ
ヌ
に
接
近
し
て
住
ま
ふ
人
と
云
ふ
事
（
つ
）。
斯
く
種
々
の
名
稱
が
同
一

人
民
に
與
へ
て
有
る
の
は
一
見
甚
だ
疑
ハ
し
い
様
で
は
ご
ざ
り
ま
す
が
、
元
來

自
稱
で
は
無
く
他
か
ち
付
げ
た
綽
號
で
ご
ざ
り
ま
す
か
ら
、
數
の
多
い
の
も
敢

て
怪
む
に
は
足
り
ま
せ
ん
。
小
異
を
捨
て
ゝ
名
稱
の
據
を
大
別
す
れ
ば
、
第
一

に
蕗
の
葉
の
下
に
居
る
と
云
ふ
事
（
い
、ろ
、は
、に
、ほ
、へ
、と
、ち
、り
、ぬ
、

る
、
を
、
わ
、
か
、
よ
）、
第
二
に
穴
居
す
る
と
云
ふ
事
（
ぬ
、
た
、
れ
）、
第

三
に
ア
イ
ヌ
に
接
近
し
て
住
ま
ふ
と
云
ふ
事
（
つ
）
と
成
り
ま
す
。
蕗
の
下
と

云
ふ
事
か
ら
明
か
に
蕗
の
葉
を
以
て
葺
い
た
屋
根
の
下
と
解
す
る
所
は
三
ケ
所

（
ろ
、
を
、
わ
）、
で
ご
ざ
り
ま
す
が
、
恐
ち
く
此
稱
へ
の
眞
意
は
総
て
其
通
り

で
ご
ざ
り
ま
せ
う
。
此
所
に
穴
居
と
申
す
の
は
地
面
を
掘
り
凹
め
た
穴
の
事
で

ご
ざ
り
ま
す
か
ら
、
其
覆
ひ
は
能
く
目
立
っ
た
に
相
違
ご
ざ
り
ま
せ
ん
。
既
に

穴
が
住
民
名
稱
の
據
と
成
る
な
ら
ば
、
其
屋
根
を
葺
く
材
料
も
亦
同
じ
く
住
民

名
稱
の
據
と
成
る
可
き
は
誠
に
自
然
の
事
で
ご
ざ
り
ま
す
。
以
上
名
稱
の
み
に

由
つ
て
考
へ
て
も
北
港
道
に
は
曾
て
ア
イ
ヌ
と
異
つ
た
人
民
が
ア
イ
ヌ
の
村
落

に
近
く
穴
を
掘
り
蕗
の
葉
の
屋
根
を
作
つ
て
住
居
し
た
と
の
事
を
推
知
す
る
に

足
る
と
思
ひ
ま
す
。

　

前
に
列
擧
し
ま
し
た
十
二
の
名
稱
は
総
て
同
一
人
民
を
指
す
の
で
ご
ざ
り
ま

す
か
ち
、
何
れ
を
以
て
通
稱
と
す
る
も
差
支
へ
は
ご
ざ
り
ま
せ
ん
が
、
其
中
で

「
コ
ロ
ボ
ッ
ク
ル
」
と
申
す
の
が
最
も
呼
び
易
い
と
思
ひ
ま
す
か
ら
、
私
は
之

文
が
書
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
意
見
の
集
約
に
つ
い
て
、「
石
器
時
代
人
民
に
関

す
る
ア
イ
ヌ
口
碑
の
総
括
」『
東
洋
学
芸
雑
誌
』
か
ら
次
に
引
用
す
る
よ
う
に
、

蕗
の
下
と
い
う
記
述
か
ら
「
此
人
民
の
身
體
が
小
さ
く
な
け
れ
ば
成
ら
ぬ
と
考
へ

る
の
は
誤
り
」
と
し
、
伝
説
か
ら
考
古
学
上
の
資
料
に
脱
却
さ
せ
る
。

　

先
づ
第
一
に
石
器
時
代
人
民
の
名
の
名
稱
の
事
か
ら
述
べ
ま
せ
う
。
北
港
道

諸
地
方
に
石
器
辟
代
の
跡
を
遺
し
た
古
代
の
人
民
は
自
ら
何
と
稱
て
居
た
か
知

る
事
は
出
来
ま
せ
ん
が
ア
イ
ヌ
は
之
を
呼
ぶ
に
様
々
の
名
を
以
て
し
ま
す
。

　

或
所
で
は
此
人
民
を
「
コ
ロ
ボ
ク
ウ
ン
グ
ル
」
と
申
し
ま
す
。
此
名
は
ア
イ

ヌ
語
で
蕗
の
下
の
人
と
云
ふ
意
。
此
人
民
は
常
に
蒔
の
葉
の
下
に
隠
れ
た
か

ら
斯
く
呼
ぶ
と
の
事
（
い
）。
北
港
道
の
蕗
は
秋
田
蕗
の
様
に
大
き
い
も
の
故
、

此
名
を
聞
い
て
直
に
此
人
民
の
身
體
が
小
さ
く
な
け
れ
ば
成
ら
ぬ
と
考
へ
る
の

は
誤
り
で
ご
ざ
り
ま
す
。
又
或
所
で
は
此
人
民
を
「
コ
ロ
ボ
ク
ウ
ン
グ
ル
」
と

申
し
ま
す
。

　

意
味
ハ
前
と
同
じ
で
ご
ざ
り
ま
す
が
、
此
名
を
彼
等
に
興
へ
た
譯
は
單
に
蕗

の
葉
の
下
に
立
つ
と
云
ふ
點
に
在
る
の
で
、
隠
れ
る
と
云
ふ
事
柄
は
含
ん
で
居

ら
れ
な
い
の
で
ご
ざ
り
（
か
、
よ
）。
又
或
所
で
は
彼
等
に
此
名
を
興
へ
た
所

以
は
蕗
の
葉
を
以
て
屋
根
を
葺
く
の
に
在
る
と
申
し
ま
す（
わ
）。又
彼
等
を「
コ

ロ
ポ
ン
グ
ク
ル
」
ト
呼
ぶ
所
が
有
る
。
是
も
蕗
の
葉
に
て
屋
根
を
作
る
の
に
由

る
と
の
事
（
ろ
）。
又
「
コ
ロ
ポ
ク
ン
グ
ル
」
呼
ぶ
所
も
有
る
。
是
は
蕗
の
葉

の
下
に
隠
れ
る
の
に
由
つ
て
の
稱
へ
で
有
る
と
の
事
（
は
）。

　
「
コ
ロ
ボ
ッ
ク
ル
」
な
る
名
稱
を
用
ゐ
る
所
も
有
る
。
是
は
蕗
の
葉
の
下
に

立
つ
と
云
ふ
事
か
ら
出
た
名
で
有
る
と
の
事
（
に
、
ほ
）。
又
常
に
蕗
の
葉
の

下
に
居
る
と
云
ふ
事
か
ち
出
た
と
も
申
し
ま
す
（
ぬ
）。「
コ
ロ
ポ
ク
カ
モ
イ
」

（
ヘ
、
ち
）
或
は
「
コ
ロ
ボ
ク
カ
モ
イ
」（
と
、
る
）
と
云
ふ
の
は
蕗
の
下
の
神

の
意
で
、
矢
張
り
蕗
の
葉
の
下
に
立
つ
と
云
ふ
事
か
ら
出
た
名
稱
。「
コ
ロ
ボ
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ア
イ
ヌ
は
鉄
器
を
得
な
い
前
は
木
に
て
製
作
し
た
の
で
土
器
の
必
要
を
感
じ
な

か
つ
た
は
ず
で
あ
る
事
、
ア
イ
ヌ
族
の
間
に
は
コ
ロ
ボ
ツ
ク
ル
な
る
先
住
民
が

あ
っ
た
と
の
言
ひ
伝
え
が
あ
る
事
の
八
点
を
あ
げ
て
ゐ
る
。（
コ
ロ
ボ
ツ
ク
ル

の
口
伝
に
つ
い
て
は
後
に
記
す
事
に
す
る
）

　

小
金
井
博
士
は
、
坪
井
博
士
の
コ
ロ
ボ
ツ
ク
ル
説
を
否
定
し
て
北
海
道
の
石

器
時
代
の
住
民
は
や
は
り
ア
イ
ヌ
で
あ
っ
た
と
主
張
し
て
ゐ
る
が
、
そ
の
理
由

と
し
て
、
坪
井
博
士
の
人
骨
の
調
査
は
な
ほ
不
充
分
で
あ
つ
て
、
実
際
は
ア
イ

ヌ
と
近
似
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
五
ケ
の
内
二
ケ
の
そ
齒
を
発
見
し
た
と
い
ふ

事
は
む
し
ろ
珍
し
い
例
で
あ
つ
て
、確
證
と
す
る
事
は
出
来
な
い
も
の
で
あ
る
。

風
俗
に
相
違
が
あ
る
と
い
ふ
事
は
時
の
観
念
を
失
つ
考
察
で
あ
つ
て
、
歳
月
と

と
も
に
変
化
す
る
は
当
然
の
事
で
あ
る
。
貝
類
の
遺
跡
に
富
む
は
未
開
時
代
の

人
民
に
最
も
容
易
に
供
給
し
得
た
結
果
で
あ
つ
て
、
漁
労
の
方
法
の
発
達
し
た

後
に
は
之
を
食
す
る
量
の
減
ず
る
事
は
当
然
の
事
で
あ
つ
て
近
世
の
ア
イ
ヌ
が

貝
類
を
好
ま
な
い
事
に
よ
つ
て
、
石
器
時
代
の
人
種
と
相
違
し
て
ゐ
る
と
い
ふ

事
は
出
来
な
い
事
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
人
の
古
い
記
録
に
ア
イ
ヌ
が
竪
穴
に
住
つ

て
い
た
事
が
記
さ
れ
て
あ
り
、
カ
バ
フ
ト
ア
イ
ヌ
及
び
色
丹
ア
イ
ヌ
は
今
な
お

竪
穴
に
住
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
北
千
島
（
絹
撫
﹇
原
文
マ
マ
・
得
撫
か
﹈
よ

り
東
北
の
諸
島
）
の
ア
イ
ヌ
に
は
石
器
土
器
を
使
用
し
た
口
碑
が
あ
る
。
等
の

數
項
の
反
證
を
あ
げ
て
、
一
部
の
ア
イ
ヌ
が
現
に
竪
穴
に
住
つ
て
ゐ
る
事
は
、

ア
イ
ヌ
と
石
器
時
代
と
の
関
係
を
つ
な
い
で
ゐ
る
事
で
あ
り
、
ア
イ
ヌ
は
獸
獵

魚
漁
を
も
つ
て
生
業
と
す
る
民
族
で
あ
つ
て
金
属
を
鍛
冶
す
る
技
術
は
か
つ

て
知
ら
な
か
つ
た
事
は
石
器
時
代
の
境
遇
か
ら
進
歩
し
な
か
つ
た
證
拠
で
あ
つ

て
、
北
海
道
に
お
け
る
石
器
時
代
の
民
族
は
ア
イ
ヌ
で
あ
っ
た
と
推
断
す
る
に

何
の
無
理
も
な
い
事
で
あ
る
と
い
つ
て
ゐ
る
。
鳥
居
氏
は
、
北
千
島
ア
イ
ヌ
が

竪
穴
に
住
ひ
し
て
石
器
土
器
を
使
用
し
た
事
は
明
ら
か
で
あ
る
が
北
海
道
本
土

の
ア
イ
ヌ
は
之
を
使
用
し
た
と
い
ふ
確
證
が
な
い
と
い
ふ
点
を
論
拠
と
し
て
、

を
撰
ぶ
事
と
致
し
ま
す
。

坪
井
正
五
郎「
石
器
時
代
人
民
に
関
す
る
ア
イ
ヌ
口
碑
の
総
括
」『
東
洋
学
芸
雑
誌
』

第
一
四
八
号
﹇
東
洋
学
芸
社
一
八
九
四
年
一
月
﹈　

30
〜
31
頁

　　

ま
た
、坪
井
は
明
治
二
十
九
（
一
八
九
六
）
年
の
『
風
俗
画
報
』
に
「
コ
ロ
ポ
ッ

ク
ル
風
俗
考
」
を
十
回
連
載
し
て
お
り
、
そ
の
挿
絵
に
は
、
土
偶
を
参
考
に
し
た

服
飾
や
髪
形
、
土
器
・
石
器
を
使
っ
た
生
活
様
式
と
と
も
に
、
蕗
の
葉
で
覆
っ
た

竪
穴
住
居
の
復
元
図
を
作
製
し
、石
版
に
よ
る
配
布
資
料
も
出
版
し
て
い
る
。（
図

版
１
）

　

坪
井
に
よ
る
考
古
学
、
人
類
学
上
で
の
論
争
は
多
く
の
学
者
を
巻
き
込
み
長
く

続
く
が
、
大
正
十
三
（
一
九
二
四
）
年
に
『
ア
イ
ヌ
神
話
』
を
出
版
し
た
中
田
千

畝
は
、
学
会
で
の
論
議
を
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
紹
介
し
て
い
る
。

　

北
海
道
に
お
け
る
石
器
時
代
の
人
民
に
つ
い
て
の
坪
井
正
五
郎
博
士
、
小
金

井
博
士
、
鳥
居
龍
蔵
博
士
の
三
説
を
記
し
て
お
か
う
。

　

坪
井
博
士
は
コ
ロ
ボ
ツ
ク
ル
で
あ
る
と
し
て
ゐ
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
博
士

は
、
貝
塚
人
種
の
人
骨
が
ア
イ
ヌ
人
と
著
し
く
相
違
し
て
ゐ
る
こ
と
、
貝
塚
人

種
五
ケ
の
下
あ
ご
の
内
で
二
ケ
は
各
一
本
づ
ゝ
の
そ
齒
が
あ
っ
た
が
、
ア
イ
ヌ

に
は
そ
れ
の
あ
る
こ
と
は
極
め
て
ま
れ
で
あ
る
こ
と
、
土
偶
の
研
究
に
よ
り
貝

塚
人
種
の
風
俗
が
ア
イ
ヌ
と
著
し
く
違
っ
て
ゐ
る
こ
と
、
貝
塚
人
種
は
好
ん
で

貝
食
を
し
た
け
れ
ど
も
ア
イ
ヌ
は
こ
れ
を
好
ま
な
い
事
、
貝
塚
人
種
は
た
て
穴

に
住
ま
っ
た
け
れ
ど
も
ア
イ
ヌ
は
こ
れ
に
す
ま
な
い
事
、
貝
塚
人
種
の
遺
跡
か

ら
多
數
の
石
器
を
発
見
さ
れ
る
け
れ
ど
、
ア
イ
ヌ
は
早
く
か
ら
優
等
人
種
と
交

通
し
た
た
め
に
古
代
に
お
い
て
用
い
ら
れ
た
ア
イ
ヌ
使
用
の
石
器
が
多
く
残
さ

れ
て
ゐ
る
と
は
考
へ
ら
れ
な
い
こ
と
、
貝
塚
人
種
は
土
器
を
用
い
た
け
れ
ど
も

（
十
一
）
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（
十
二
）

『風俗画報』97号（明治28年８月）　蕗の葉で覆った住居

『風俗画報』108号（明治29年２月）　コロポックル（座っている女性）とアイヌ

図版１
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北
海
道
に
お
け
る
石
器
時
代
の
住
民
は
千
島
ア

イ
ヌ
で
あ
る
と
主
張
し
て
ゐ
る
。

中
田
千
畝
『
ア
イ
ヌ
神
話
』﹇
報
知
新
聞
社
出
版

部
一
九
二
四
年
﹈
６
〜
７
頁

　

コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
論
争
は
坪
井
正
五
郎
の
逝
去

に
よ
り
終
息
す
る
が
、
北
方
地
域
の
先
住
民
に

つ
い
て
の
考
察
は
そ
の
後
も
、
千
島
列
島
系
、

大
陸
系
な
ど
様
々
に
発
展
し
て
い
っ
た
。
昭
和

三
十
三
（
一
九
五
八
）
年
の
刊
行
さ
れ
た
『
網

走
市
史
』
上
巻
の
先
史
時
代
編
で
は
、
河
野
広

道
に
よ
る
「
第
一
節　

コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
説
話
を

周
る
コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
説
と
ア
イ
ヌ
説
」
で
、
近

世
か
ら
昭
和
二
十
年
代
ま
で
の
資
料
や
考
察
が

ま
と
め
ら
れ
、
網
走
市
内
の
遺
跡
に
見
ら
れ
る

「
オ
ホ
ー
ツ
ク
土
器
人
」「
モ
ヨ
ロ
民
族
」
へ
の

考
察
の
導
入
と
な
っ
て
い
る
。

　

歴
史
学
者
工
藤
雅
樹
は
「
コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
と

日
本
考
古
学
」（『
考
古
学
の
世
界
』
第
１
巻
北

海
道
・
東
北
﹇
ぎ
ょ
う
せ
い
一
九
九
三
年
﹈）
221

〜
222
頁
で
、「
彼
の
コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
説
は
彼
が
ま

だ
ア
マ
チ
ュ
ア
と
い
っ
て
も
よ
い
若
い
時
代
に

生
成
さ
れ
、
そ
れ
が
一
生
保
持
さ
れ
た
も
の
で

あ
っ
て
、
か
な
ら
ず
し
も
近
代
人
類
学
の
方
法

を
踏
ま
え
た
学
説
で
は
な
か
っ
た
と
い
え
る
か

も
知
れ
な
い
」
と
し
て
い
る
。

「日本旧土人コロボックル石斧ヲ研ギ獣肉ヲ煮タル図」石版　明治36（1903）年製
大野雲外（延太郎　東京帝国大学類学教室図工）筆　東京大学総合研究博物館蔵

（
十
三
）
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（
十
四
）

夜
の
更
け
る
の
を
待
つ
た
。
や
が
て
十
勝
川
の
流
の
音
の
み
が
響
き
渡
る
眞
夜

中
と
な
つ
た
。
青
年
達
は
じ
つ
と
窓
を
見
詰
め
た
…
…
其
時
で
あ
る
、
洞
穴
の

暗
が
り
の
様
に
無
気
味
に
そ
の
窓
か
ら
眞
白
な
し
な
や
か
な
手
が
…
…
石
椀
を

持
つ
た
手
が
す
る
と
伸
び
て
來
た
、
青
年
の
目
は
異
様
に
輝
い
た
。

　

あ
つ
…
…
次
の
瞬
間
、
響
い
た
悲
鳴
そ
れ
に
続
い
て
可
愛
い
女
、
小
人
の
女

が
引
づ
り
込
ま
れ
た
。
石
椀
に
盛
ら
れ
た
鮭
の
卵
は
散
乱
し
て
ゐ
る
。
引
づ
り

込
ま
れ
た
小
人
の
女
は
恐
し
き
に
打
伏
し
て
ゐ
る
。
小
人
で
は
あ
る
が
福
よ
か

な
肩
の
圓
味
、
波
打
つ
眞
黒
髪
…
…
青
年
は
食
る
様
に
そ
れ
を
眺
め
て
ゐ
た
。

　

遂
ひ
に
青
年
は
小
人
女
の
総
て
を
見
た
。
特
に
目
立
つ
て
彼
等
の
心
を
引
い

た
も
の
は
鼻
下
の
入
墨
で
あ
つ
た
。（
ア
イ
メ
達
は
椀
を
作
る
こ
と
及
婦
人
の

鼻
下
の
入
墨
は
小
人
即
ち
コ
ロ
ポ
ツ
ク
ル
族
か
ち
習
つ
た
も
の
と
言
伝
え
て
ゐ

る
）
小
人
女
コ
ロ
ポ
ツ
ク
ル
女
の
悲
し
味
と
恐
怖
の
一
夜
、
ア
イ
ヌ
青
年
の
喜

び
の
一
夜
は
明
け
た
。
そ
の
朝
コ
ロ
ポ
ツ
ク
ル
女
は
青
年
の
手
か
ら
離
さ
れ
る

を
得
た
。
そ
れ
か
ち
二
三
日
は
過
ぎ
て
或
朝
未
だ
朝
霧
霞
む
十
勝
川
の
流
を
一

つ
の
丸
木
舟
が
下
つ
て
ゐ
た
。

　

舟
に
は
六
捨
人
（
六
は
定
数
に
非
ず
し
て
何
に
て
も
多
さ
を
形
容
す
る
に
使

は
れ
る
）
の
コ
ロ
ポ
ツ
ク
ル
人
が
乗
り
口
々
に
「
ト
カ
ツ
プ
、
ト
カ
ツ
プ
（
妖

霊
よ
）（
ア
イ
ヌ
を
侮
蔑
し
て
の
ゝ
し
つ
た
言
葉　

悉
く
死
す
が
よ
い
鮭
の
皮

の
焼
け
爛
れ
た
如
く
死
す
が
よ
い
）と
叫
び
乍
ら
―
彼
等
、彼
等
が
好
意
を
持
っ

て
遇
す
る
に
対
し
ア
イ
ヌ
族
が
余
り
に
も
非
道
な
る
を
憤
慨
し
て
此
の
十
勝
を

見
棄
て
る
事
と
し
た
の
で
あ
る
。
だ
が
考
へ
れ
ば
考
へ
る
程
思
へ
ば
意
ふ
程
ア

イ
ヌ
族
の
仕
打
ち
は
無
道
て
あ
る
。
彼
等
は
遂
に
ア
イ
ヌ
族
を
呪
ひ
殺
せ
う
と

考
へ
た
の
で
あ
る
。「
ト
カ
ツ
プ
、
ト
カ
ツ
プ
（
妖
霊
よ
）（
ア
イ
ヌ
を
侮
蔑
し

て
の
ゝ
し
つ
た
言
葉　

悉
く
死
す
が
よ
い
鮭
の
皮
の
焼
け
爛
れ
た
如
く
）
何
ん

た
る
悲
し
き
叫
び
…
…
…
弱
者
の
叫
び
で
あ
る
。
そ
れ
よ
り
後
十
勝
に
は
コ
ロ

ポ
ツ
ク
ル
人
の
姿
は
見
え
な
か
つ
た
。（
又
一
時
遁
れ
た
が
再
び
引
返
し
て
兩

　

な
お
、
こ
の
論
争
の
経
過
に
つ
い
て
は
、『
愛
知
学
院
大
学
教
養
部
紀
要
』

﹇
一
九
九
七
〜
一
九
九
八
年
﹈
に
発
表
さ
れ
た
吉
岡
郁
夫
・
小
出
龍
郎
「
コ
ロ
ボ
ッ

ク
ル
説
の
成
立
と
終
焉
Ⅰ
〜
Ⅳ
」
に
詳
し
い

第
四
章　

伝
説
事
例

　

先
住
民
と
し
て
の
「
コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
」
論
争
と
は
別
に
、「
小
人
」
と
し
て
の
「
コ

ロ
ポ
ッ
ク
ル
」
伝
説
は
明
治
以
降
、
北
海
道
各
地
で
採
集
さ
れ
て
い
る
。
松
浦
武

四
郎
が
『
十
勝
日
誌
』
で
取
り
上
げ
た
十
勝
地
方
で
は
、
地
名
の
由
来
に
結
び
つ

き
、本
論
「
は
じ
め
に
」
で
紹
介
し
た
事
例
②
（
本
論
97
頁
）
の
類
型
が
多
く
残
っ

て
い
る
。

　

宮
田
貢
「
十
勝
の
伝
説
」
で
は
、

　

十
勝
川
附
近
に
移
り
住
ん
だ
ア
イ
ヌ
族
は
至
つ
て
平
和
な
安
楽
な
生
活
に
恵

ま
れ
て
ゐ
た
、
シ
ヤ
ン
ル
ル
（
十
勝
川
）
に
ほ
無
数
の
鮭
が
上
つ
た
、
又
森
林

の
薄
い
所
に
は
熊
に
襲
は
る
ゝ
を
避
け
る
鹿
群
が
居
た
。
そ
れ
で
衣
食
は
充
分

で
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
而
し
こ
の
平
和
な
十
勝
川
沿
岸
の
生
活
に
不
思
議
に
耐

え
ら
れ
ぬ
事
件
が
夜
な
夜
な
起
こ
つ
た
。

　

夕
陽
が
西
方
の
森
林
に
没
し
て
寂
漠
と
し
た
。
真
夜
中
、
ア
イ
ヌ
族
の
住
居

を
訪
づ
れ
て
東
の
窓
か
ら
石
の
椀
、
又
は
水
の
椀
に
入
れ
た
鮭
の
卵
等
が
置
か

れ
る
の
で
あ
つ
た
…
…
初
め
は
ア
イ
ヌ
達
も
恐
れ
を
な
し
て
ゐ
た
が
或
一
人
が

「
獵
の
歸
り
影
の
様
な
小
人
が
大
蕗
の
下
に
居
る
の
を
見
付
け
た
眞
實
に
影
の

様
で
捕
へ
る
こ
と
は
出
来
な
か
つ
た
」
と
云
ふ
話
し
が
あ
つ
て
か
ら
は
確
に
夜

な
夜
な
食
物
を
與
へ
る
者
は
こ
そ
の
小
人
に
相
違
な
い
と
の
考
へ
か
ら
其
正
體

を
見
極
め
る
こ
と
に
議
が
決
し
た　

そ
し
て
こ
の
正
體
を
見
極
め
る
役
と
し
て

二
人
の
青
年
が
選
ば
れ
た
れ
た
の
で
あ
る
。
青
年
達
は
東
方
の
窓
下
に
寄
つ
て
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工
藤
梅
次
郎
は
『
ア
イ
ヌ
民
話
』
に
収
録
し
た
「
シ
ペ
物
語
」
の
な
か
で
次
の

話
を
紹
介
し
て
い
る
。
同
書
は
冒
頭
に
「
コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
と
い
ふ
エ
ス
キ
モ
ー
人

種
に
似
寄
っ
た
小
人
」と
、坪
井
正
五
郎
の
学
説（
正
確
に
は
渡
瀬
荘
三
郎
の
報
告
）

に
影
響
さ
れ
た
補
足
や
、
文
章
に
も
著
者
工
藤
に
よ
る
創
作
が
入
っ
て
い
る
。
な

お
こ
の
話
で
は
「
コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
」
の
体
格
は
、「
身
の
丈
一
尺
二
三
寸
」「
身
の

丈
け
一
尺
あ
る
か
な
い
か
」と
あ
り
、村
上
嶋
之
丞
の
記
録『
蝦
夷
島
竒
觀
』の「
體

四
尺
は
か
り
」
か
ら
か
な
り
縮
小
さ
れ
て
は
い
る
が
、
ア
イ
ヌ
と
対
峙
で
き
る
存

族
間
に
戦
が
あ
り
コ
ロ
ポ
ツ
ク
ル
族
は
敗
走
し
た
と
の
云
傅
も
あ
る
）
が
然
し

「
ト
カ
ツ
プ
」
の
言
葉
は
何
時
迄
も
ア
イ
ヌ
族
の
腦
裡
を
離
れ
な
か
っ
た
。
そ

れ
で
十
勝
川
（
シ
ヤ
ン
ル
ル
）
沿
岸
大
體
の
地
を
「
ト
カ
ツ
プ
」
即
ち
「
十
勝
」

と
命
名
し
た
の
で
あ
る
と
。

宮
田
貢
「
十
勝
の
伝
説
」『
旅
と
伝
説
』
二
巻
八
号
通
巻
二
十
号
﹇
三
光
社

一
九
二
九
年
一
月
﹈　

43
〜
44
頁

　

吉
田
巖
は
話
者
中
村
要
吉
か
ら
次
の
話
を
採
取
し
て
い
る
。

コ
ロ
ポ
ク
ウ
ン
ク
ル

　

コ
ロ
ポ
ク
ウ
ン
ク
ル
大
昔
、
十
勝
に
住
ん
で
い
た
と
い
う
。
ま
こ
と
に
小
人

で
、
昼
も
姿
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
椀
に
食
物
を
入
て
、
家
の
隙
間
か
ら
そ
っ

と
入
れ
た
が
、
姿
が
見
え
ぬ
の
で
不
思
議
な
も
の
と
し
た
。
ア
イ
ヌ
が
姥
首
合

（
フ
パ
イ
ル
）
を
と
り
に
い
く
と
山
に
姿
が
見
え
ぬ
が
、
先
に
走
り
て
、
フ
パ

イ
ル
を
と
っ
て
与
え
る
な
ど
、物
を
ア
イ
ヌ
に
恵
む
も
の
で
不
思
議
が
ら
れ
た
。

或
時
、
例
の
物
を
恵
ん
で
或
家
に
手
を
さ
し
入
れ
た
の
を
、
ア
イ
ヌ
が
無
理
に

家
に
引
き
入
れ
て
、
裸
に
し
て
見
た
ら
、
女
神
（
メ
ノ
コ
カ
ム
イ
）
で
あ
っ
た
。

こ
の
辱
し
め
を
ひ
ど
く
腹
立
っ
て
「
ア
イ
ヌ
皆
、
長
生
す
る
な
」
と
の
ろ
ひ
な

が
ら
、
何
処
と
も
な
く
、
コ
ロ
ポ
ク
ウ
ン
ク
ル
カ
ム
イ
は
皆
立
去
っ
て
し
ま
っ

た
。
と
ウ
チ
ャ
シ
コ
マ
に
あ
る
。
ツ
ゥ
カ
プ
チ
と
い
う
の
は
秋
味
の
皮
が
火
に

焼
け
る
こ
と
で
生
物
の
命
が
な
く
な
る
こ
と
。
こ
れ
ま
で
シ
ア
ン
ル
ル
と
い
っ

た
の
を
そ
れ
か
ら
は
ツ
ゥ
カ
プ
チ
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
コ
ロ
ポ
ク
ウ

ン
ク
ル
の
呪
言
に
よ
っ
た
の
で
あ
る
と
。

吉
田
巖
「
杖
の
み
た
ま
」『
民
族
学
研
究
』
十
七
巻
三
・
四
号
﹇
日
本
民
族
学
会

一
九
五
六
年
三
月
﹈

挿絵　捕えられたコロポックルの女性（工藤梅次郎『アイヌ民話』1926年）

図版２

（
十
五
）
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十
六
）

　

サ
ピ
ン
ノ
ト
ク
に
捕
へ
ら
れ
た
コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
の
若
い
女
は
、
酋
長
の
娘
で

小
人
な
が
ら
容
貌
よ
く
生
れ
つ
い
た
少
女
で
あ
つ
た
。
己
が
姿
を
ア
イ
ヌ
に
見

ら
れ
た
の
を
、
口
惜
し
が
つ
て
、
小
さ
な
躯
を
ワ
ナ
ワ
ナ
と
ふ
る
は
し
な
が
ら
、

救
ひ
を
求
め
た
。
け
れ
ど
も
サ
ピ
ソ
ノ
ト
ク
は
そ
の
逞
し
い
腕
に
、
可
憐
の
少

女
を
掻
い
込
ん
で
、
オ
ツ
テ
ナ
の
家
に
引
き
立
て
た
。
オ
ツ
テ
ナ
を
始
め
一
族

は
見
馴
れ
ぬ
姿
に
不
審
を
抱
き
、何
処
か
ら
こ
ん
な
美
し
い
も
の
が
湧
い
た
か
、

い
ろ
い
ろ
と
訊
ね
る
の
で
あ
つ
た
。
少
女
は
無
念
に
泣
く
の
み
で
あ
つ
た
。

　

一
方
、
コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
の
酋
長
は
、
わ
が
可
愛
い
娘
が
、
ア
イ
ヌ
の
た
め
に

拉
し
去
ら
れ
た
こ
と
を
知
つ
て
か
ら
、そ
の
悲
し
み
は
一
通
り
で
は
な
か
つ
た
。

終
日
、
わ
が
子
を
救
ひ
出
す
方
法
に
つ
い
て
考
へ
た
が
、
う
ま
い
考
へ
も
出
ず
、

ほ
と
ん
ど
生
き
た
心
地
も
し
な
か
つ
た
が
、
い
よ
い
よ
同
族
の
手
を
借
り
て
深

夜
一
拳
に
乗
り
込
ん
で
奪
ひ
返
へ
さ
う
と
、
数
十
の
同
族
と
共
に
獨
木
船
を
浮

べ
て
、
シ
ペ
コ
タ
ン
に
辿
り
着
い
た
。
そ
し
て
オ
ツ
テ
ナ
の
家
を
襲
ふ
べ
く
家

中
を
覗
く
と
今
や
荒
く
れ
男
が
よ
つ
て
た
か
つ
て
、
逃
げ
惑
ふ
少
女
を
追
ひ
廻

は
し
、
無
理
に
も
狼
藉
を
加
へ
ん
と
す
る
刹
那
で
あ
つ
た
。
コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
の

一
団
は
こ
の
状
を
見
る
や
、
嵐
の
如
く
飛
び
込
ん
で
手
早
く
荒
く
れ
男
の
手
か

ら
．
少
女
を
奪
ひ
か
へ
し
て
、
獨
木
船
に
乗
せ
て
コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
、
コ
タ
ン
に

逃
げ
て
し
ま
つ
た
。
そ
の
時
、
言
ひ
残
し
た
胸
に
燃
ゆ
る
ア
イ
ヌ
呪
ひ
の
炎
は

『
ア
イ
ヌ
若
死
せ
よ
。
早
く
老
ひ
よ
。
髭
も
早
く
白
く
な
れ
』
と
い
ふ
言
某
で

あ
つ
た
。
そ
し
て
口
々
に
唱
へ
た
ト
カ
プ
チ
と
い
ふ
言
葉
は
「
鮭
の
焼
け
焦
げ

る
や
う
に
」
と
い
ふ
意
で
、
ア
イ
ヌ
に
恨
み
を
は
ら
す
た
め
の
呪
ひ
の
辞
で
あ

つ
た
。

　

そ
れ
か
ら
シ
ペ
コ
タ
ン
を
ト
カ
プ
チ
と
い
ふ
や
う
に
な
り
、
刀
勝
と
い
つ
た

こ
と
も
あ
つ
た
が
今
で
は
十
勝
と
書
く
や
う
に
な
つ
た
。

　

序
に
ト
カ
ブ
チ
の
前
名
、
シ
ペ
の
意
義
を
た
づ
ぬ
れ
ば
、
親
と
い
ふ
意
味
が

あ
つ
て
十
勝
川
の
原
名
で
あ
る
が
、
オ
ト
プ
ケ
川
は
男
で
、
サ
チ
ナ
イ
川
は
女

在
で
書
か
れ
て
い
る
。（
図
版
２
）

　

シ
ペ
に
、
コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
と
い
ふ
エ
ス
キ
モ
ー
人
種
に
似
寄
っ
た
小
人
が
住

ん
で
ゐ
た
。

　

コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
は
、
身
の
丈
一
尺
二
三
寸
が
普
通
で
、
昼
の
間
は
山
奥
に
隠

れ
て
、
夜
に
な
つ
て
か
ら
、
川
魚
を
漁
っ
て
ゐ
る
夜
稼
ぎ
の
人
種
で
あ
つ
た
。

そ
し
て
そ
の
捕
つ
た
魚
を
ば
、
己
れ
の
喰
ふ
だ
け
を
取
つ
て
ア
ト
の
残
り
は
、

い
つ
も
ア
イ
ヌ
の
棲
家
の
透
間
か
ら
ソ
ツ
ト
差
入
れ
で
ゐ
た
。

　

会
議
が
終
っ
て
、
妾
腹
系
の
サ
ピ
ン
ノ
ト
ク
は
、
オ
ツ
テ
ナ
や
一
族
に
わ
か

れ
を
告
げ
て
、
わ
が
家
に
戻
つ
た
時
は
、
も
う
日
も
ト
ツ
プ
リ
と
暮
れ
て
、
何

時
の
間
に
か
、
烈
し
い
風
も
や
み
星
の
光
は
射
る
や
う
に
輝
い
て
ゐ
た
。

　
『
今
戻
つ
た
』
と
、
声
を
か
け
て
わ
が
家
に
入
る
ど
、
妻
の
サ
ン
パ
テ
キ
は

　
『
ゆ
ふ
べ
の
川
魚
を
料
理
し
た
か
ら
、
サ
ア
召
し
上
り
ま
せ
』

　

と
す
ヽ
め
た
。
け
れ
ど
も
サ
ピ
ン
ノ
ト
ク
は
よ
ろ
こ
び
ぶ
気
色
の
な
い
ば
か

り
か
、
声
を
荒
ら
げ
て

　
『
そ
ん
な
も
の
は
喰
べ
た
く
な
い
。
そ
の
奇
し
き
魚
は
、
わ
れ
等
一
族
を
滅

ぼ
さ
ん
と
す
る
悪
鬼
の
化
身
で
あ
る
。
今
夜
は
そ
れ
を
突
き
と
め
て
八
ッ
裂
き

に
し
て
や
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
』

　

と
叫
び
、
そ
の
夜
は
妻
を
早
く
寝
さ
せ
て
、
ひ
と
り
で
待
ち
構
え
て
ゐ
た
。

夜
は
深
々
と
更
け
て
地
の
底
か
ら
流
れ
て
来
る
冷
た
い
風
は
音
も
な
く
過
ぎ

る
。

　

そ
の
間
、
瞳
を
眤
と
こ
ら
し
て
今
か
今
か
と
待
つ
て
ゐ
る
と
、
表
戸
の
透
間

か
ら
、
白
魚
の
や
う
な
手
頸
が
あ
ら
は
れ
て
、
同
時
に
三
尾
の
川
魚
が
ソ
ツ
ト

妻
の
枕
頭
に
置
か
れ
た
の
で
、
そ
の
手
頸
を
ギ
ユ
ツ
と
握
つ
で
引
捕
へ
て
し
ま

つ
た
。
星
の
光
り
で
見
れ
ば
身
の
丈
け
一
尺
あ
る
か
な
い
か
の
、
口
や
手
の
甲

に
入
墨
を
し
た
コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
の
若
い
女
で
あ
つ
た
。
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づ
り
こ
ん
だ
。
と
こ
ろ
が
そ
の
小
人
は
、
裸
で
ほ
ん
と
う
に
可
愛
ら
し
い
人
で

あ
つ
た
。

　

小
人
は
自
分
の
こ
と
を
コ
ル
ポ
ツ
ク
ン
と
称
し
た
。
そ
う
し
て
「
姿
を
見
ら

れ
た
か
ら
、
こ
れ
か
ら
は
再
び
コ
タ
ン
に
は
こ
な
い
」
と
云
つ
て
草
の
葉
の
蔭

へ
逃
げ
て
行
つ
て
し
ま
つ
た
。

　

コ
ル
ポ
ツ
ク
ン
が
来
な
く
な
つ
た
そ
の
頃
か
ら
、
シ
ヤ
モ
が
く
る
よ
う
に
な

つ
て
、
コ
タ
ン
は
だ
ん
だ
ん
滅
び
て
い
つ
た
。
コ
ル
ポ
ツ
ク
ン
は
い
っ
も
裸
で

一
家
十
人
位
が
一
本
の
蕗
の
葉
の
下
で
暮
ら
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

茨
戸
ヒ
ユ
テ
カ
ン
媼
伝

註・
コ
ル
ボ
ツ
ク
ン

コ
ル　

kor　
〔
蕗
の
葉
。〕

ポ
ク　

pok　
〔
下
。〕

ク
ル　

kur　
〔
人
、
影
。
神
、
痺
、
影
。〕

コ
ロ
ホ
ッ
ク
ル　

蕗
の
葉
の
下
の
人
。

　

小
人
伝
説
は
各
地
に
あ
っ
て
、
コ
ロ
ボ
ク
ン
ク
ル
、
コ
ロ
ボ
ツ
ク
カ
ム
イ
、

コ
ロ
ボ
キ
リ
、
コ
ロ
ボ
ク
ウ
ン
ク
ル
、
な
ど
い
ろ
い
ろ
称
し
て
い
る
。
蕗
の
葉

か
げ
に
六
〇
人
、
と
か
三
〇
人
、
一
〇
人
、
八
人
、
五
〜
六
人
と
い
う
ふ
う
に
、

共
通
し
て
ぃ
る
の
は
、
蕗
の
葉
か
げ
と
か
下
に
生
活
し
た
と
ぃ
う
こ
と
、
姿
を

見
せ
な
い
で
食
物
な
ど
を
持
っ
て
き
て
く
れ
た
と
い
う
こ
と
、
姿
を
み
ら
れ
て

か
ら
、
何
処
か
へ
去
つ
て
し
ま
つ
た
。
な
ど
と
ぃ
う
こ
と
で
あ
る
。
神
曲
や
英

雄
説
話
に
出
て
く
る
神
々
と
関
係
づ
け
た
話
も
あ
る
が
．
調
べ
れ
ば
面
白
い
と

思
う
。

大
河
上
州
採
録　

長
谷
川
功
訳
註
『
ナ
ヨ
ロ
の
伝
説　

郷
土
資
料
集
第
四
集
』﹇
名

寄
市
立
図
書
館
一
九
六
四
年
﹈　

８
頁

で
、
い
づ
れ
も
シ
ぺ
の
子
で
あ
る
と
し
て
あ
る
。
ま
た
シ
ペ
の
別
名
を
、
シ
ア

ン
ル
ル
と
い
ひ
、
親
の
甘
い
川
の
意
で
、
ア
イ
ヌ
達
が
こ
の
河
水
で
命
を
つ
な

い
だ
の
で
、
斯
く
呼
ん
だ
も
の
ど
も
い
は
れ
て
ゐ
る
。

工
藤
梅
次
郎
『
ア
イ
ヌ
民
話
』﹇
工
藤
書
店
一
九
二
六
年
﹈　

30
〜
33
頁

　

道
北
地
域
で
は
、
次
の
よ
う
な
事
例
が
あ
る
。

　

昭
和
三
十
九
年
、
名
寄
市
の
大
河
上
州
は
、
五
十
年
前
に
名
寄
に
移
住
し
た
父

親
が
、
ア
イ
ヌ
の
古
老
か
ら
聞
い
た
説
話
を
ま
と
め
て
お
り
、
コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
に

つ
い
て
も
「
茨
戸
ヒ
ユ
テ
カ
ン
媼
伝
」
と
し
て
次
の
話
を
採
集
し
て
い
る
。
な
お

こ
の
話
で
は
コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
が
去
っ
た
後
に
シ
ャ
モ
（
和
人
）
が
来
る
よ
う
に
な

り
コ
タ
ン
が
滅
び
た
と
な
り
、
因
果
関
係
を
示
唆
し
た
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

コ
ル
ポ
ツ
ク
ン

　

コ
ル
ポ
ツ
ク
ン
と
か
、
コ
ル
ポ
ツ
ク
ル
と
か
云
う
が
、
こ
の
話
は
、
そ
こ
、

こ
こ
に
よ
つ
て
多
小
異
つ
て
い
る
と
い
う
。
天
塩
川
筋
の
話
で
あ
る
が
、
昔
、

ま
だ
シ
ヤ
モ
が
居
ら
な
か
つ
た
時
は
皆
も
幸
福
で
、
平
和
な
日
々
が
続
い
た
。

そ
の
頃
、
コ
ル
ポ
ツ
ク
ン
と
い
う
小
さ
を
人
が
居
て
、
時
々
い
ろ
い
ろ
な
珍
ら

し
い
も
の
を
持
つ
て
来
て
く
れ
た
と
い
う
。
し
か
し
誰
も
コ
ル
ポ
ツ
ク
ン
の
姿

を
見
た
も
の
は
い
な
か
つ
た
。
夜
明
け
前
に
そ
つ
と
き
て
、戸
を
少
し
開
い
て
、

そ
の
隙
間
か
ら
手
を
入
れ
て
、
珍
ら
し
い
物
を
置
い
て
行
く
の
で
あ
る
。

　

コ
タ
ン
の
エ
カ
シ
た
ち
は
、
そ
の
姿
を
み
る
と
罰
が
当
る
と
言
つ
て
い
た
の

で
あ
る
が
、
或
る
時
、
若
者
の
一
人
が
、
う
ど
う
し
て
も
一
度
は
見
て
や
ろ
う

と
思
い
、
夜
中
か
ら
戸
の
蔭
で
待
ち
つ
づ
け
た
。

　

夜
も
そ
ろ
そ
ろ
明
け
か
ゝ
る
頃
、静
か
に
跫
音
が
聞
こ
え
た
か
と
お
も
う
と
、

戸
が
少
し
開
い
て
、
小
さ
な
可
愛
ら
し
い
手
に
、
き
れ
い
な
宝
物
を
持
っ
て
差

し
延
べ
て
き
た
。
若
者
は
、
そ
の
手
首
を
ぐ
つ
と
握
ん
で
、
む
り
む
り
に
ひ
き

（
十
七
）
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（
十
八
）

塩
で
の
伝
承
が
再
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

十
二　

コ
ロ
ボ
ツ
ク
ル

　

コ
ロ
ボ
ッ
ク
ル
（
蕗
の
莫
の
下
の
者
）
或
は
ト
イ
チ
セ
コ
ロ
（
土
家
の
者
）

と
い
う
小
人
伝
説
は
全
道
各
地
に
同
じ
形
で
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
天
塩
の
ア
ヤ

チ
エ
と
い
う
老
人
が
伝
え
た
と
い
う
話
を
原
文
の
ま
ま
記
す
と
、

　
「
昔
コ
ロ
ボ
ク
グ
ン
な
る
小
人
あ
り
、
五
代
程
前
に
天
塩
に
住
み
た
り
と
云
、

竪
穴
は
こ
れ
が
住
居
跡
な
り
と
云
ふ
。
昔
小
人（
或
は
コ
ロ
ボ
ッ
ク
ル
と
い
う
〕

な
る
も
の
あ
り
、
ア
イ
ヌ
こ
れ
に
接
し
た
る
こ
と
あ
り
と
云
ふ
、
ア
イ
ヌ
が
常

に
魚
類
が
彼
所
に
あ
り
と
云
ひ
居
れ
は
、
小
人
が
直
に
聞
き
知
り
て
先
に
行
き

て
は
取
れ
り
、
総
て
何
な
り
と
も
先
廻
り
す
る
な
り
、
コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
は
雨
降

り
て
蕗
の
其
の
下
に
十
人
は
か
り
も
入
る
こ
と
が
で
き
し
故
に
、
斯
く
名
付
た

り
と
い
ふ
。
亦
魚
の
外
に
食
物
を
食
べ
た
し
と
云
へ
ば
、
何
な
り
と
も
持
ち
来

り
呉
れ
し
な
り
、
右
の
如
く
総
て
先
廻
り
な
し
て
賢
き
も
の
な
り
、
な
か
な
か

多
く
住
居
せ
り
と
云
ふ
、
叉
何
で
も
入
口
の
窓
よ
り
手
を
入
れ
て
置
い
て
行
け

り
、
或
時
小
人
の
女
が
入
口
へ
食
物
を
持
ち
来
れ
り
、
女
は
裸
躰
に
て
あ
り
し

を
強
て
引
入
れ
見
れ
は
、
泣
き
出
し
て
大
い
に
恥
じ
夫
よ
り
小
人
は
皆
諸
方
へ

逃
げ
行
き
し
と
。
や
き
も
の
は
何
で
も
石
に
て
拵
え
へ
、
模
様
を
彫
刻
せ
り
、

小
人
逃
れ
行
く
と
き
是
を
破
壊
し
行
け
り
と
ぞ
、
行
く
先
は
離
れ
島
な
り
と
い

ふ
。」

原
出
典　

大
野
延
太
郎
「
北
海
道
旅
行
中
の
見
聞
記
」『
東
京
人
類
学
雑
誌
』

﹇
一
八
九
九
年
十
一
月
﹈、
更
科
源
蔵
編
『
北
海
道
伝
説
集
・
ア
イ
ヌ
篇
』﹇
楡
書

房
一
九
五
六
年
﹈
228
頁
転
載

　

北
海
道
宗
谷
郡
猿
払
村
に
は
昭
和
初
期
ま
で
、
ア
イ
ヌ
の
古
老
が
昔
話
を
伝
え

て
お
り
、
旧
宗
谷
村
泊
内
地
域
を
中
心
に
稚
内
か
ら
猿
払
ま
で
広
が
っ
て
い
た
次

の
話
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
な
る
小
人
が
、
ア
イ
ヌ
が
来
任
す
る
以
前
の
昔
、
宗
谷
の
沿

岸
地
帯
に
穴
を
掘
り
、
あ
る
い
は
草
む
ろ
を
造
っ
て
住
み
、
川
や
海
の
魚
を
漁

り
住
ん
で
い
た
と
い
う
。
そ
し
て
そ
の
漁
法
は
ア
イ
ヌ
た
ち
の
到
底
及
ば
な
い

敏
捷
さ
で
あ
っ
た
と
い
う
が
、
こ
の
コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
ア
イ
ヌ
に
対
し
て
種
々
の

風
習
を
も
っ
て
い
た
。
姿
を
絶
対
に
見
せ
な
い
こ
と
、
川
や
海
で
獲
っ
た
魚
を

ア
イ
ヌ
に
捧
げ
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。

　

姿
を
見
せ
な
い
小
人
た
ち
は
深
夜
に
そ
っ
と
ア
イ
ヌ
民
家
の
窓
下
や
入
口
に

魚
を
置
い
て
行
っ
た
と
い
う
。
と
こ
ろ
が
好
奇
心
を
い
だ
い
た
一
人
の
ア
イ
ヌ

の
若
者
が
、
小
人
の
姿
を
一
目
見
よ
う
と
連
夜
待
ち
伏
せ
、
つ
い
に
小
人
を
掃

え
た
の
で
あ
る
。
小
人
は
一
メ
ー
ト
ル
そ
こ
そ
こ
で
、
顔
に
い
れ
ず
み
を
し
、

半
裸
の
両
腕
は
た
く
ま
し
か
っ
た
。
こ
の
異
様
な
こ
の
姿
を
見
た
ア
イ
ヌ
の
若

者
ほ
描
え
ら
れ
た
小
人
よ
り
以
上
に
驚
き
腰
を
抜
か
し
て
し
ま
っ
た
。し
か
し
、

こ
の
こ
と
が
あ
っ
て
か
ら
ア
イ
ヌ
の
家
に
は
、
小
人
か
ら
の
魚
は
届
け
ら
れ
な

く
な
っ
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
小
人
た
ち
の
消
息
は
全
く
な
く
な
っ
た
。
小
人
た

ち
は
ア
イ
ヌ
の
仕
打
ち
を
恐
れ
、
持
物
一
切
を
泊
内
の
チ
ル
ラ
ト
イ
に
埋
め
、

い
ず
こ
へ
か
逃
げ
去
っ
た
の
で
あ
る
。

　

ア
イ
ヌ
が
い
れ
ず
み
を
す
る
の
は
、
こ
の
小
人
コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
か
ら
教
わ
っ

た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

猿
払
村
史
編
纂
発
行
委
員
会
『
猿
払
村
史
』﹇
猿
払
村
役
場
一
九
七
六
年
﹈　

603
頁

　

昭
和
三
十
一
（
一
九
五
六
）
年
に
、
更
科
源
蔵
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た
『
北
海

道
伝
説
集
・
ア
イ
ヌ
篇
』
に
は
、
明
治
の
考
古
学
者
大
野
延
太
郎
が
記
録
し
た
天
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ナ
ガ
ク
シ
テ
、
ア
ヲ
ゾ
ラ　

ノ　

デ
ル

ノ　

ヲ　

マ
テ
マ
ス
。

ア
ツ
イ　

ヒ　

ニ
ハ
、　

ハ　

ノ　

シ
タ

ニ　

マ
ル
ク　

ナ
ラ
ン
デ
、
ナ
カ
ヨ
ク

ヒ
ル
ネ　

ヲ　

シ
マ
ス
。

ツ
キ　

ノ　

ヨ
イ　

バ
ン　

ニ
ハ
、
ハ

ノ　

ウ
ヘ　

エ　

ア
ガ
ツ
テ
、
マ
ル
ク

マ
ル
ク
ワ　

ヲ　

ツ
ク
ツ
テ　

ヲ
ド
リ
マ
ス
。

チ
ラ
チ
ラ　

ト　

ユ
キ　

ガ　

フ
リ
ダ
ス　

ト
、

フ
キ　

ノ　

ネ
モ
ト　

ニ　

ア
ナ
ヲ

ホ
ツ
テ　

ハ
イ
リ
マ
ス
。

ク
マ
ザ
サ　

ノ　

ハ
デ　

フ
ネ　

ヲ

ツ
ク
リ
マ
ス
。

オ
ン
コ　

ノ　

ハ

ヲ　

カ
イ　

ニ　

シ
マ
ス
。

タ
ラ
ン
ボ
ウ　

ノ　

ト
ゲ　

ヲ　

ヤ
リ

ニ　

シ
マ
ス
。

エ
ツ
サ　

エ
ツ
サ　

ト　

カ
ケ
ゴ
ヱ

ヲ　

カ
ケ
テ
、
ゲ
ン
キ
ヨ
ク　

レ
フ

エ　

デ
カ
ケ
マ
ス

一
ピ
キ　

ノ　

ニ
シ
ン　

ヲ　

ト
ル

ト
、
ダ
イ
レ
フ　

ノ

ハ
タ　

ヲ　

タ
テ
マ
ス
。

一
ピ
キ　

ノ　

ニ
シ
ン

デ　

五
ニ
ン　

モ　

六
ニ
ン
モ

ハ
ラ　

ガ　

一
パ
イ　

ニ　

ナ
ル
ホ
ド　

デ
ス
。

第
五
章　

小
人
伝
説

　

近
代
に
採
集
さ
れ
た
「
コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
」
の
説
話
に
は
「
小
人
」
の
言
葉
が
使

わ
れ
て
い
る
が
、
蕗
の
葉
の
下
に
入
れ
る
ほ
ど
の
体
格
と
し
て
捉
え
ら
れ
、
具
体

的
な
大
き
さ
を
述
べ
た
も
の
で
も「
一
メ
ー
ト
ル
そ
こ
そ
こ
」（
前
掲『
猿
払
村
史
』）

と
あ
る
。

　
「
コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
」
が
空
想
的
な
「
小
人
」
へ
と
明
確
に
描
か
れ
た
も
の
に
、

昭
和
七
（
一
九
三
二
）
年
三
月
に
発
行
さ
れ
た
『
北
海
道
小
學
郷
土
讀
本　

巻
一
』

に
掲
載
さ
れ
た
「
コ
ロ
ポ
ツ
ク
ル
」
が
あ
る
。
本
文
は
以
下
の
と
お
り
。

コ
ロ
ポ
ツ
ク
ル

ム
カ
レ　

ム
カ
シ
、
ホ
ク
カ
イ
ダ
ウ
ニ

ア
イ
ヌ　

ノ　

ヲ
ヂ
サ
ン　

ヤ　

ヲ
バ
サ
ン

タ
チ　

ガ
、
マ
ダ　

ソ
ン
ナ
ニ

ヰ
ナ
イ　

ト
キ
、
コ
ロ
ポ
ツ
ク
ル　

ガ

ヰ
タ　

ト　

イ
フ
コ
ト
デ
ス
。

コ
ロ
ポ
ツ
ク
ル　

ハ　

タ
イ
ヘ
ン

チ
ヒ
サ
ナ　

カ
ハ
イ
ラ
シ
イ　

ヒ
ト
タ
チ

デ
シ
タ
。

フ
キ　

ノ　

ハ　

ノ　

シ
タ　

ガ

オ
ウ
チ　

デ
ス
。　

ア
メ　

ガ　

フ
ル　

ト

ソ
コ
ヘ　
　

カ
ケ
コ
ミ
マ
ス
。

二
十
ニ
ン　

モ

三
十
ニ
ン　

モ

一
マ
イ　

ノ　

ハ　

ノ　

シ
タ

デ
、
ク
ビ　

ヲ

（
十
九
）
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（
二
十
）

ル
論
争
」
が
、
先
住
民
と
し
て
の
否
定
が
結
論
と
な
っ
た
こ
の
頃
、「
コ
ロ
ポ
ッ

ク
ル
」
は
説
話
の
産
物
と
し
て
、
創
作
活
動
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　

大
正
十
（
一
九
二
一
）
年
一
月
、『
赤
い
鳥
』
に
小
説
家
宇
野
浩
二
よ
る
童
話

作
品
「
蕗
の
下
の
神
様
」
が
発
表
さ
れ
る
。
こ
の
作
品
の
「
コ
ロ
ボ
ッ
ク
ン
ク
ル
」

は
「
小
さ
い
神
様
」「
い
た
ず
ら
な
神
様
」「
な
さ
け
ぶ
か
い
神
様
」
で
あ
り
、
ア

イ
ヌ
民
族
へ
物
を
与
え
る
が
姿
は
見
せ
な
い
存
在
と
し
て
描
い
て
い
る
。
説
話
の

「
コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
」
と
同
様
に
、
ア
イ
ヌ
の
男
性
と
の
接
触
が
、
そ
の
地
を
去
る

理
由
と
な
る
が
、
こ
の
童
話
で
は
「
コ
ロ
ボ
ッ
ク
ン
ク
ル
」
が
姿
を
隠
す
「
か
く

れ
蓑
」
を
奪
い
取
る
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
る
。
そ
の
シ
ー
ン
は
次
の
よ
う
に
書

か
れ
て
い
る
。

　
「
コ
ロ
ボ
ッ
ク
ン
ク
ル
は
、
け
っ
し
て
人
間
に
す
が
た
を
見
せ
た
こ
と
が
な

い
、
と
い
う
話
だ
が
、
お
れ
が
、
ひ
と
つ
見
て
や
ろ
う
。
な
ん
の
、
神
様
だ
な

ん
て
い
っ
た
っ
て
、
蕗
の
下
に
い
る
く
ら
い
だ
か
ら
、
そ
れ
に
、
こ
の
事
か
ら

は
ん
だ
ん
し
て
も
、
小
さ
い
、
力
の
よ
わ
い
も
の
に
ち
が
い
な
い
。
ひ
と
つ
、

つ
か
ま
え
て
、
み
せ
物
に
し
て
、
金
も
も
う
け
よ
う
」

　

ク
シ
ベ
シ
と
い
う
男
は
、
さ
き
に
も
い
っ
た
よ
う
に
、
心
の
よ
く
な
い
人
間

で
し
た
か
ら
、
ご
ち
そ
う
を
く
れ
た
、
コ
ロ
ボ
ッ
ク
ン
ク
ル
の
し
ん
せ
つ
な
ど

は
忘
れ
て
し
ま
っ
て
、
い
き
な
り
、
ご
ち
そ
う
を
さ
し
出
し
て
く
れ
た
、
コ
ロ

ボ
ッ
ク
ン
ク
ル
の
、
小
さ
い
、
か
わ
い
ら
し
い
手
を
、
ぐ
つ
と
つ
か
ま
え
て
、

む
り
や
り
に
、
か
く
れ
蓑
を
、
ひ
き
む
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

ど
ん
な
に
、
コ
ロ
ボ
ッ
ク
ン
ク
ル
は
、
び
っ
く
り
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
ま

た
、
は
ず
か
し
が
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
い
か
に
、
す
ば
し
こ
い
と
い
っ
た
と

こ
ろ
が
、
こ
う
い
う
、
ら
ん
ば
う
な
男
に
つ
か
ま
え
ら
れ
た
の
で
は
、
ど
う
に

も
し
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
い
ろ
い
ろ
と
、
か
な
し
そ
う
な
声
で
、
ク
シ
ベ
シ
に
、
か
く
れ
蓑

ニ
シ
ン　

ヲ　

ト
ル　

コ
ト　

ガ　

タ
イ
ヘ
ン

ジ
ヤ
ウ
ヅ　

デ
、
ト
レ
ル

ト
、
イ
ツ
モ　

ア
イ
ヌ　

ノ　

ヲ
バ
サ
ン

ダ
チ　

ニ　

ア
ゲ
マ
ス

ア
イ
ヌ　

ノ　

ヲ
ヂ
サ
ン　

ヲ
バ
サ
ン

タ
チ　

ハ
、　

コ
ノ　

カ
ハ
イ
ラ
シ
イ

ヒ
ト　

タ
チ　

カ
ラ
、
イ
ロ
イ
ロ
ナ
ノ

コ
ト　

ヲ　

ヲ
シ
ヘ
ラ
レ
マ
レ
タ
。

ソ
ノ
ウ
チ　

ニ　

ア
イ
ヌ　

ノ　

ヒ
ト

タ
チ　

ガ　

フ
エ
チ
キ
タ
ノ
デ

コ
ロ
ポ
ツ
ク
ル　

ハ　

ダ
ン
ダ
ン　

ト

サ
ム
イ　

ハ
ウ　

ヘ　

ウ
ツ
ツ
テ

イ
ツ
テ　

シ
マ
ッ
タ　

サ
ウ　

デ
ス

北
海
道
小
学
校
長
会
編
纂
『
北
海
道
小
學
郷
土
讀
本　

巻
一
』﹇
日
本
教
育
出
版

社
一
九
三
二
年
﹈　

84
〜
93
頁

　

本
文
に
は
挿
絵
四
枚
附
さ
れ
て
お
り
、
北
海
道
特
有
の
大
蕗
は
描
か
れ
ず
、
い

ず
れ
も
「
コ
ロ
ポ
ツ
ク
ル
」
の
小
さ
さ
が
強
調
さ
れ
て
い
る
（
図
版
３
）。
昭
和

十
二
（
一
九
三
七
）
年
発
行
の
同
書
『
尋
常
一
年　

上
巻
』
で
は
、
文
章
に
変
更

は
な
い
が
挿
絵
に
ア
イ
ヌ
の
男
性
が
登
場
し
、
対
比
さ
れ
て
い
る
（
図
版
４
）。

第
六
章　

創
作

　

雑
誌
『
赤
い
鳥
』
を
は
じ
め
と
し
て
、
童
話
の
創
作
活
動
が
盛
ん
に
な
っ
た
大

正
期
か
ら
、
説
話
の
採
集
か
ら
離
れ
た
「
コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
」
の
文
芸
作
品
が
書
か

れ
る
。
大
正
二
年
に
は
坪
井
正
五
郎
が
逝
去
し
、
学
界
に
お
け
る
「
コ
ロ
ポ
ッ
ク
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図版３

挿絵『北海道小學郷土讀本　巻一』
（1932年）

（
二
十
一
）
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（
二
十
二
）

挿絵『北海道小學郷土讀本
　　　　　　　尋常一年　上巻』（1937年）

図版4
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コ
ロ
ボ
ッ
ク
ン
ク
ル
は
、
や
は
り
、
ア
イ
ヌ
の
守
り
神
様
だ
っ
た
の
で
し
ょ

う
。

と
あ
る
。「
コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
」
が
退
去
し
た
後
、
ア
イ
ヌ
の
集
落
も
な
く
な
る
と

い
う
結
末
は
、
他
の
民
間
説
話
の
な
か
に
も
み
ら
れ
る
が
、
民
族
全
体
へ
の
影
響

と
し
、「
コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
」
を
「
神
」
と
す
る
解
釈
に
も
問
題
は
あ
る
。
近
現
代

に
お
け
る
和
人
に
よ
る
ア
イ
ヌ
民
間
説
話
を
も
と
に
し
た
創
作
活
動
に
は
読
者
に

誤
解
を
招
く
作
品
が
多
い
が
、
こ
れ
も
そ
の
一
つ
と
い
え
る
。

　

こ
の
作
品
は
昭
和
三
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
現
代
日
本
文
学
全
集
三
十
三　

少
年

文
学
集
』
に
も
収
録
さ
れ
、
同
じ
く
ア
イ
ヌ
民
族
を
描
い
た
「
春
を
告
げ
る
鳥
」

と
と
も
に
宇
野
の
童
話
作
品
の
代
表
作
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
他
に
も
昭
和
七
年
十
二
月
に
『
函
館
の
小
学
生
』
一
〇
九
号
に
発
表
さ
れ

た
海
老
名
礼
太
「
コ
ロ
ボ
ッ
ク
ン
ク
ル
物
語
」、
昭
和
五
十
三
年
二
月
に
発
行
さ

れ
た
今
井
鴻
象
の
絵
本
『
コ
ロ
ボ
ッ
ク
ル
は
も
う
い
な
い
』（
フ
レ
ー
ベ
ル
館
）

が
あ
る
。

　

ま
た
、
宮
本
百
合
子
が
、
大
正
七
（
一
九
一
八
）
年
に
、 

父
の
知
人
で
あ
っ
た

バ
チ
ェ
ラ
ー
の
も
と
に
寄
宿
し
て
書
い
た
「
風
に
乗
っ
て
来
る
コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
」

は
、
ア
イ
ヌ
の
初
老
の
男
性
イ
レ
ン
カ
ト
ム
が
、
養
子
に
し
た
和
人
の
子
ど
も
が

「
や
く
ざ
な
若
者
」
へ
と
変
貌
し
た
た
め
に
苦
悩
す
る
姿
を
描
い
て
い
る
。
こ
の

作
品
で
は
息
子
の
帰
り
を
待
つ
イ
レ
ン
カ
ト
ム
の
幻
聴
と
し
て「
コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
」

が
登
場
す
る
。

　

イ
レ
ン
カ
ト
ム
が
、
父
親
か
ら
聞
い
た
話
と
思
い
合
わ
せ
て
見
る
と
、
自
分

に
掛
る
も
の
は
、
如
何
し
て
も
コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
と
い
う
、
小
人
ら
し
い
。

　

何
故
な
ら
、
そ
の
小
人
は
種
々
な
術
を
知
っ
て
居
て
、
姿
を
隠
し
た
声
許
り

で
、
人
の
と
こ
ろ
へ
訪
ね
て
行
っ
た
り
し
た
と
云
う
こ
と
も
同
じ
だ
し
、
自
分

の
父
親
の
友
達
だ
っ
た
者
の
名
や
、
役
人
の
名
等
を
覚
え
て
、
そ
れ
に
就
て
い

を
か
え
し
て
く
れ
る
よ
う
に
、
と
た
の
み
ま
し
た
が
、
ク
シ
べ
シ
は
、
た
だ
、

い
じ
わ
る
そ
う
に
、
に
や
に
や
笑
っ
て
い
る
ば
か
り
で
し
た
。

　

そ
こ
で
、
し
ま
い
に
は
、
コ
ロ
ボ
ッ
ク
ン
ク
ル
は
、
泣
き
だ
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
ク
シ
べ
シ
は
、
へ
い
き
な
顔
を
し
て
、

「
そ
ん
な
に
、
か
く
れ
蓑
が
か
え
し
て
ほ
し
け
れ
ば
、
か
え
し
て
や
ら
ぬ
こ
と

も
な
い
が
、
そ
の
か
わ
り
に
、
た
だ
で
は
だ
め
だ
よ
。」

　
「
わ
し
に
で
き
る
こ
と
な
ら
、
な
ん
で
も
…
…
」
と
、
コ
ロ
ボ
ッ
ク
ン
ク
ル

は
い
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
ク
シ
べ
シ
ほ
、
し
ば
ら
く
、
な
に
か
考
え
て
い
ま
し
た

「
じ
ゃ
、
お
れ
の
…
…
」
と
、
い
い
ま
し
た
。
が
、
あ
ま
り
、
い
ろ
い
ろ
な
、

よ
く
ば
り
な
、
考
え
が
、
つ
ぎ
か
ら
つ
ぎ
と
、
あ
た
ま
の
中
に
わ
い
て
き
ま
す

の
で
、
な
か
な
か
考
え
が
き
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

が
、
や
が
て
、

　
「
そ
う
さ
な
、
お
れ
が
一
生
の
あ
い
だ
、
た
べ
あ
ま
る
だ
け
の
た
べ
物
と
、

き
あ
ま
る
だ
け
の
き
物
と
を
、
く
れ
る
と
や
く
そ
く
し
た
ら
…
…
、
そ
れ
で
が

ま
ん
し
て
や
ろ
う
」

『
北
海
道
文
学
全
集
』
第
五
巻
﹇
立
風
書
房
一
九
八
〇
年
﹈　

245
頁

　

こ
の
童
話
に
あ
る
「
か
く
れ
蓑
」
と
い
う
発
想
は
作
者
宇
野
浩
二
の
出
身
地
九

州
に
伝
わ
る
彦
一
話
な
ど
の
「
天
狗
の
隠
れ
蓑
」
か
ら
き
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、

道
具
そ
の
も
の
の
活
用
は
な
い
。
話
は
そ
の
後
、
一
生
分
の
食
糧
と
し
て
六
俵
の

米
俵
が
届
き
、
そ
れ
が
尽
き
た
と
き
、「
コ
ロ
ボ
ッ
ク
ン
ク
ル
」
を
い
じ
め
た
男

は
死
ん
で
し
ま
う
と
い
う
、
因
果
応
報
で
お
わ
っ
て
い
る
。
結
語
に
は
、

　

そ
う
し
て
、
コ
ロ
ボ
ッ
ク
ン
ク
ル
が
い
な
く
な
る
と
と
も
に
、
ア
イ
ヌ
人
は
、

だ
ん
だ
ん
ほ
ろ
び
て
釆
ま
し
て
、
年
年
に
数
が
す
く
な
く
な
り
、
今
で
は
、
も

う
ほ
と
ん
ど
な
く
な
り
そ
う
な
あ
り
さ
ま
だ
そ
う
で
す
。

（
二
十
三
）
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（
二
十
四
）

つ
の
弓
、
六
つ
の
矢
に
か
け
て
た
だ
で
は
決
し
て
逃
す
ま
い
ぞ
」
と
挑
む
。
現
実

の
社
会
で
、
主
人
公
の
財
産
を
奪
っ
た
和
人
と
義
経
を
混
乱
さ
せ
、
ま
た
息
子
の

幻
も
見
る
が
、
気
付
い
た
と
き
に
は

　

イ
レ
ン
カ
ト
ム
は
喫
驚
し
て
、
一
体
如
何
し
た
の
だ
と
訊
く
と
、
如
何
し
た

ど
こ
ろ
で
は
な
い
、
お
前
は
も
う
少
し
で
海
に
溺
れ
る
処
だ
っ
た
の
だ
と
、
通

り
す
が
り
の
彼
等
が
、
暴
れ
る
彼
を
漸
々
に
押
え
つ
け
た
始
末
を
話
し
て
聞
せ

た
。

　

其
訳
を
聞
い
た
と
き
、
イ
レ
ン
カ
ト
ム
は
、
涙
を
流
さ
ん
ば
か
り
に
し
て
、

コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
奴
に
騙
さ
れ
た
の
を
口
惜
し
が
っ
た
。

　

昔
は
、
屈
強
な
若
者
で
、
自
分
の
手
か
ら
逃
げ
る
獣
は
な
い
と
ま
で
云
わ
れ

た
自
分
が
、
小
人
風
情
に
侮
ら
れ
て
、
惨
め
な
態
を
見
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
は
、
彼
に
と
っ
て
い
か
ほ
ど
の
苦
痛
で
あ
っ
た
か
分
ら
な
い
。

　

前
掲
書
19
頁

　

こ
の
作
品
で
は
「
コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
」
が
苦
悩
し
傷
心
し
た
主
人
公
の
内
な
る
声

と
な
っ
て
い
る
。
背
景
に
は
「
コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
」
伝
説
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
そ
の

神
秘
性
を
、
心
情
描
写
に
活
か
し
た
と
い
え
る
。

お
わ
り
に

　

ア
イ
ヌ
民
族
の
伝
承
や
説
話
集
や
文
芸
作
品
で
取
り
上
げ
る
民
間
説
話
と
し
て

の
「
コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
」
に
は
、「
小
人
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
が
、
本
論
で
紹
介

し
た
資
料
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
描
写
は
学
術
研
究
や
創
作
活
動
に
よ
り
変

化
し
つ
づ
け
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

和
人
側
の
記
録
で
、簡
潔
に
ま
と
め
ら
れ
た
最
上
徳
内『
渡
島
筆
記
』（
一
八
〇
八

う
処
を
見
れ
ば
、如
何
し
て
も
古
い
と
き
か
ら
い
る
者
だ
と
い
う
こ
と
が
分
る
。

　

そ
れ
に
、
あ
あ
や
っ
て
風
に
乗
っ
て
飛
ん
で
来
る
よ
う
な
こ
と
は
、
決
し
て

体
の
大
き
な
者
共
に
出
来
る
芸
当
で
は
な
い
。

　

ま
し
て
、
Ｙ
岬
の
近
所
に
、
元
コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
が
棲
ん
で
い
た
と
い
う
穴
居

の
跡
が
在
る
の
を
知
っ
て
い
る
イ
レ
ン
カ
ト
ム
は
、
自
分
の
そ
の
判
断
が
、
決

し
て
理
由
の
な
い
こ
と
で
は
な
く
思
わ
れ
る
。

　

き
っ
と
、コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
に
違
い
な
い
、と
そ
の
次
か
ら
注
意
す
る
と
、ち
ゃ

あ
ん
と
そ
の
声
は
、
自
分
達
は
背
丈
の
短
か
い
コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
だ
と
云
い
始
め

る
。

　

彼
は
も
う
、
す
っ
か
り
コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
に
き
め
て
、
山
本
さ
ん
に
も
そ
の
こ

と
を
話
し
た
。

　

如
何
も
何
に
し
ろ
、
男
や
女
の
沢
山
の
声
が
、
彼
方
此
方
暴
れ
な
が
ら
、
絶

間
な
く
喋
る
の
だ
か
ら
煩
く
て
堪
ら
な
い
。
一
体
、
私
の
親
父
の
時
代
の
コ
ロ

ポ
ッ
ク
ル
も
、
あ
ん
な
に
手
に
負
え
な
い
も
の
だ
っ
た
ろ
う
か
、
な
ど
と
云
う

イ
レ
ン
カ
ト
ム
の
話
を
聞
い
た
人
達
は
、
始
め
の
う
ち
誰
も
本
気
に
し
な
か
っ

た
。

　

け
れ
ど
も
、
段
々
彼
が
そ
の
声
を
相
手
に
大
論
判
を
し
て
い
る
処
へ
行
あ
っ

た
り
し
て
、
彼
の
云
う
こ
と
は
信
じ
ら
れ
る
と
共
に
、
頭
の
調
子
の
狂
っ
て
し

ま
っ
た
の
も
認
め
ら
れ
な
い
訳
に
は
行
か
ぬ
。
部
落
で
は
、
イ
レ
ン
カ
ト
ム
と

い
う
名
の
代
り
に
、
皆
コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
の
親
父
と
云
う
よ
う
に
成
っ
た
。

『
北
海
道
文
学
全
集
』
第
十
一
巻
﹇
立
風
書
房
一
九
八
〇
年
﹈　

17
〜
18
頁

　

そ
の
後
も
「
コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
」
の
声
は
絶
え
ず
イ
レ
ン
カ
ト
ム
を
悩
ま
せ
、
最

後
に
は
義
経
の
軍
勢
が
攻
め
て
来
た
と
告
げ
る
。
イ
レ
ン
カ
ト
ム
は
岬
か
ら
「
軍

勢
」
を
見
つ
け
「
自
分
達
の
昔
の
祖
先
の
宝
庫
か
ら
、書
物
や
書
く
物
を
盗
み
去
っ

た
ば
か
り
か
、
ま
た
来
て
何
か
悪
業
を
し
よ
う
と
い
う
の
か
！　

神
の
戦
士
の
六
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い
う
設
定
と
、
ア
イ
ヌ
の
民
間
説
話
に
多
く
あ
る
と
い
う
伝
承
状
況
か
ら
、
し
だ

い
に
空
想
的
な
存
在
へ
と
変
化
し
て
い
く
。

　

そ
れ
ま
で
「
土
器
、
石
器
、
穴
居
」
を
使
用
し
て
い
た
こ
と
や
、
民
間
説
話
の

な
か
で
も
ア
イ
ヌ
と
対
峙
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
蕗
の
下
」
に
入
る
小
柄
な
イ

メ
ー
ジ
に
止
ま
っ
て
い
た
が
、
実
存
を
否
定
さ
れ
た
後
の
「
コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
」
に

は
、｢

小
人
」
と
し
て
描
か
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　
『
北
海
道
小
學
郷
土
讀
本　

巻
一
』（
昭
和
七
年
）
に
は
西
洋
的
な
小
人
像
で
描

か
れ
、「
ツ
キ　

ノ　

ヨ
イ　

バ
ン　

ニ
ハ
、
ハ
ノ　

ウ
ヘ　

エ　

ア
ガ
ツ
テ
、
マ

ル
ク　

マ
ル
ク　

ワ　

ヲ　

ツ
ク
ツ
テ　

ヲ
ド
リ
マ
ス
」
な
ど
、
本
来
の
民
間
説

話
に
も
な
い
表
現
が
加
え
ら
れ
、
小
人
の
童
話
と
し
て
の
作
品
化
が
さ
れ
て
い
る
。

　

創
作
作
品
と
し
て
は
、
宮
本
百
合
子
「
風
に
乗
っ
て
来
る
コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
」
の

よ
う
な
、
伝
説
を
背
景
と
し
た
心
理
描
写
は
別
と
し
て
、
宇
野
浩
二
「
蕗
の
下
の

神
様
」
の
よ
う
に
童
話
作
品
や
絵
本
に
登
場
し
て
い
る
。
こ
れ
は
民
間
説
話
と
い

う
前
提
と
、「
小
人
」の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
、作
品
化
の
容
易
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
な
っ

て
い
る
た
め
で
あ
ろ
う
。

　

今
後
の
筆
者
の
課
題
は
、
日
本
近
現
代
史
の
中
に
お
け
る
コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
伝
説

と
そ
の
論
争
の
評
価
を
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

な
お
引
用
文
献
は
本
文
中
に
明
示
し
た
の
で
一
覧
表
は
省
略
し
た
。

謝
辞

　

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
・
北
海
道
道
立
図
書
館
・
北
海
道
開
拓
記
念
館
・

北
星
学
園
大
学
図
書
館
に
資
料
提
供
・
検
索
に
お
い
て
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
本
論
作
成
に
あ
た
り
鈴
木
仁
氏
の
協
力
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

年
）「
コ
ロ
ブ
ク
ン
グ
ル
」
の
話
に
は
、
前
述
し
た
よ
う
に

「
ふ
き
の
葉
の
陰
に
六
人
も
七
人
も
か
く
れ
た
り
と
い
ふ
な
れ
ば
、
常
の
人
に
て

は
さ
は
有
ま
じ
、
小
人
な
ら
む
と
て
、
こ
れ
を
き
き
し
（
に
）
松
前
や
南
部
、
津

軽
よ
り
来
る
鄙
人
か
臆
よ
り
い
ひ
出
し
た
る
詞
な
る
よ
し
。」
と
、「
蕗
の
下
」
と

い
う
描
写
か
ら
和
人
に
よ
る
「
コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
」
＝｢

小
人
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
作

ら
れ
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
和
人
の
こ
う
し
た
認
識
は
、
少
彦
名
や
一

寸
法
師
の
よ
う
な｢
小
人
」
説
話
を
背
景
に
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
最
上
の

記
録
に
も
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
時
期
の
「
コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
」
に
は
「
蕗
の
下
」
と

と
も
に
「
土
器
、
石
器
、
穴
居
」
の
使
用
者
と
い
う
設
定
が
あ
り
、
遺
物
・
遺
構

か
ら
説
話
的
な
「
小
人
」
と
は
な
ら
ず
、
ア
イ
ヌ
民
族
と
は
別
の
民
族
と
さ
れ
て

い
た
。
そ
の
た
め
村
上
嶋
之
丞
の
よ
う
に
古
文
献
に
現
れ
る
異
人
種
を
当
て
は
め

る
考
察
な
ど
が
あ
っ
た
。

　

明
治
に
入
っ
て
か
ら
の
バ
チ
ェ
ラ
ー
や
ミ
ル
ン
に
よ
る
「
コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
」
と

ア
イ
ヌ
民
族
と
の
考
察
や
、
明
治
中
期
か
ら
の
坪
井
正
五
郎
の
研
究
も
、
先
住
民

と
し
て
の
「
コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
」
の
実
存
を
認
め
、
人
種
と
し
て
の
位
置
づ
け
に
注

目
し
て
い
る
点
で
は
、
村
上
嶋
之
丞
の
研
究
を
継
い
で
い
る
と
い
え
る
。

　

し
か
し
、
坪
井
正
五
郎
の
研
究
は
白
井
光
太
郎
、
小
金
井
良
精
ら
考
古
学
、
人

類
学
に
お
け
る
論
争
の
な
か
で
多
く
の
学
者
か
ら
否
定
さ
れ
、
大
正
二
年
の
坪
井

の
死
に
よ
り
反
論
が
な
く
な
っ
た
こ
と
で
、先
住
民
と
し
て
の
「
コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
」

像
が
排
除
さ
れ
た
。
藤
本
英
夫
が『
北
海
道
大
百
科
事
典
』で「
坪
井
の
コ
ロ
ポ
ッ

ク
ル
説
は
プ
レ
・
ア
イ
ヌ
説
に
つ
な
が
る
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
人
種
と
し
て

の
考
察
は
現
在
も
意
義
を
持
っ
て
い
る
が
、
明
治
の
論
争
で
は
「
土
器
、
石
器
、

穴
居
の
使
用
者
」
の
観
点
に
注
目
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
「
コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
」

実
存
の
否
定
は
、
最
上
徳
内
『
渡
島
筆
記
』
か
ら
あ
っ
た
「
コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
」
の

設
定
の
ひ
と
つ
を
失
わ
せ
、「
蕗
の
下
」
の
み
が
残
さ
れ
た
。
考
古
学
、
人
類
学

上
か
ら
実
存
が
認
め
ら
れ
な
く
な
っ
た
「
コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
」
は
、「
蕗
の
下
」
と

（
二
十
五
）




